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平成 13年 度の水稲直播栽培面積 は 1万 haに 達 しま した。 直播栽培面積

の前年比 は 13%で 、今後 もさ らに伸 びそ うです。 この伸 びの背景 には、湛

水直播 における「 落水 出芽法」 とい った苗立 ちの安定化技術や、倒伏 に強 い

「 打 ち込 み点播機」の利用 などが、徐 々 に現場 に浸透 してい ることが あ ると

思います。一方で はまた技術の定着 と共 に、直播栽培 を農家 の経営 の中で ど

う活 かすか、 とい う動 き も出始 めて います。

この号で は、 この よ うな状況 を背景 に、 中央農業総合研究 セ ンター 0総 合

研究第一 チ ーム長 の梅本雅氏 に、農業経営 における直播 の位 置づ けにつ いて

解説 して頂 いた。 また、東北農業研究 セ ンター・ 総合研究第一 チ ーム長 の矢

治幸夫氏 には、東北地域 における直播栽培 の現況 と問題点 を紹介 して もらい、

九州沖縄農業研究 セ ンター・ 水 田作研究部長脇本賢三氏 と水 田作総合研究 チ

ーム長の森 田弘彦氏 に、九州の直播 と、九州農業試験場 で開発 した「 打 ち込

み点播機」 の解説 を して頂 いた。

なお今回、 ヤ ンマー農機 四国の松下範雄氏 に、 ご自身 の体験、す な はち農

業の現場 で、直播水稲の苗立確保 に奮闘 された第一線営業 マ ンの活躍、 を紹

介 して頂 いた。

お忙 しいなか、貴重 な ご意見・ 記録 を ご提供頂 いた各位 に、厚 くお礼 申 し

あげ ます。

平成 14年 3月

水 稲 直播研 究 会

会 長  井上 喬 二 郎
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水稲菫播義培 の新たな農■

中央農業総合研究センター 関東東海総合研究部

総合研究第 1チ ーム長  梅本 雅

1.直播栽培の今 日的意義

1)は じめに

水稲直播栽培への取 り組みは、これまでも何回かの契機を経なが ら進められてきたが、

特に平成 7年度か ら開始 された全国直播サ ミッ トは、多 くの農業者や関係者の参加 を得て、

その普及定着に大きな役割を果た した。 この全国直播サ ミッ トは、平成13年度で一応の区

切 りをつけ、その後は、各地域において、それぞれの特色を生か した直播栽培の振興に向

けた取 り組みが進められ ることになっている。

このように、直播栽培への普及活動は、行政的な側面からは一段落 した印象を与えるが、

しか し、営農場面の状況を見ると、この直播栽培技術は、それを必要 とする経営に着実に

定着 していっている。本技術は、まだ、誰でもが手軽に取 り組めるもの とはなっていない。

しか し、それがゆえに、農業経営の特徴、あるいは地域の特性に応 じた普及が進め られて

お り、まさに個性ある経営技術 として展開 してきている。水稲直播栽培技術は、その普及

面積にもかかわらず、わが国の稲作にとって今やなくてはな らない存在 となっている。

水稲直播栽培に対 しては、技術開発の状況、稲作経営への導入効果、技術の普及定着条

件等に関 してこれまで様々な議論や研究成果の報告な どがなされてきた・
)。

そこでは直播

栽培に対するかな り包括的な検討が実施 されているが、本稿ではそれ ら成果を踏まえつつ、

特に、最近の直播栽培の動向や経営対応 を概観 し、現段階におけるわが国の直播栽培の到

達点 と、その展開に向けての今後の方向について考察 したい。

2)水 田農業の今 日的状況

直播栽培の検討に入る前に、わが国の水田農業の最近の状況について整理を行っておこ

つ。

ここ数年間の稲作を巡る動きとして最も特徴的な点は、米価が1994年以降大きく下落し

ていることである。確かに、1994年は前年の冷害の影響により高米価が形成されたとい う

こともあるが、その後は、①作況が良好な年が続いた、②生産調整面積の拡大が十分に図

られなかった、③新食糧法の施行により備蓄体制の整備が図られるとともに、流通等に関
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す る規制が緩和 され、市場競争が一層厳 しくなった、④新たな米策のもとで回転備蓄に対

する政府米の取扱いがルール化 され、良質な古米が安価に市場に供給 されるようになった、

さらに、⑤ 日本経済のデフレ化のもとで商品価格の全体的な下落が進んだ、な どの諸点が

影響 し、今 日では、仮渡価格で1.2～ 1.5万 円/60kgと い う低価格水準に至っている。 この

ような米価水準は、資材費の支払い、機械施設の更新、土地改良の償還等を考慮す ると、

剰余はほとん ど期待できず、収支 としては損失が発生する価格である。また、この間、稲

作経営安定対策 も実施 され るよ うになつたが、価格水準の下支えとしては必ず しも十分機

能 し得ていない。

このよ うな事態のもとで専業的な稲作経営は、その収支を改善 していくために様々な対

応 を行 つてきている。その一つが、コシヒカ リな ど市場評価の高い品種 を作付けし、それ

らを消費者、小売店等に直接販売することにより高価格を確保 しようとするものである。

これは、流通コス トの削減や、自分の米の品質を直接消費者等に評価 してもらうことで利

益 を挙げることをね らい としている。 しか し、今 日の状況のもとでは、単に計画外流通米

として出荷するだけでは高価格は期待できず、また、消費者等への直接販売を行 うにはか

な りの労力、コス ト、経営管理面での工夫が要請 されるのが実態である。 したがって、販

売方法の改善による価格維持 も、それ程容易なことではない。

一方、コス ト削減への取 り組みも強 く進められてきてお り、米価の向上が容易に期待で

きない中で、① より安い単価の資材を利用する、②機械施設の耐用年数 を延ぼす、③地代

額の引下げを地権者に働 きかけるといった対応が、従来以上に積極的に実施 されるように

なってきている。

さらに、経営全体の所得の維持・ 向上を図るために、経営面積の拡大や複合部分の導入

。拡充 といった規模拡大あるいは経営多角化への取 り組みが進められつつある。 この うち、

前者の面積拡大については、農業労働力の高齢化や世代交替、あるいは稲作の収益性低下

などから農地の貸付けや作業委託を希望する者がかな り増加 してきてお り、これまでの圃

場 1枚、 2枚 といったいわば貸 し足 し的な面積拡大ではなく、意欲のある耕作者にとって

は l haを 超 える大きな面積の農地及び作業の集積が進む とい う状況が生まれつつある。

また、経営の多角化についても、生産調整実施面積が増加 し、水 田農業経営確立対策の

もとで麦・ 大豆等の本作化が進められ る中で、それ ら水田畑作物の耕作面積 を増加 させ、

助成金も含 め経営 としての所得増加を図ろ うとす る動きが強まっている。特に、麦 。大豆

については、近年水 田における作付面積が大きく増加 しているが、その耕作の中心は水田

摯
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表 1 水稲直播栽培の多様な効果

1.省力化が図れる

2.春 の時期の作業を省略できる

3.育苗箱や床土等の資材費が削減できる

4.育 苗ハ ウスやハ ウス用地が節約できる

5。 春の時期 に補助労働 力を他の複合部門の作業 にふ りむける ことができる

6.育 苗 に関する労力・ 時間が解消される

7.苗 箱運搬な どの作業が省略でき作業の軽労化が図れる

8.代 かきがな くなるな ど作業環境が改善される (乾 田直播の場合 )

9。 作期幅が分散・拡大できる

10.稲 作の規模限界の拡大や複合部門の強化、余暇の増大 を図ることができる

11.春作業が一人でできるようになる

12.兼業部門が強化できる

13.生 産調整面積 としてカウン トされ る

もちろん、直播栽培ゆえの問題点から、直播栽培が前述 したような経営戦略あるいは間

題点を持つ水田作経営等に直ぐに広範に導入されていくことは期待できない。 しか し、水

田農業を取 り巻 く情勢変化の中で、水田作経営、あるいは地域の稲作は何 らかの変革を求

められてお り、そ して、水稲直播栽培は、そのような変革の契機 となる一手段 とな り得る

ことは確かなのである。 このように考えると、直播栽培 とい う技術を通 して見えてくる各

地域の水田作経営及び稲作がどのような展開方向にあるのか、そして、そのような水田農

業の動向に対 して直播栽培が如何に機能 しているのかが、今 日検討 されるべき課題 と言え

よう。

2.水稲直播栽培の普及動向

本節では、農林水産省経営局農産振興課の資料をもとに、直播栽培の普及動向及び普及

上の諸特徴を検討す る。なお、戦後の直播栽培の動向についてはこれまでも多 くの文献で

紹介 されていることか ら、ここでは特に最近の普及動向とその地域性、播種様式、直播ヘ

の適用品種等を中心に整理 を行 う。

図 1は 、1985年 以降の農業地域別の直播栽培面積の動向を示 したものである。周知のよ

うに全国の直播面積は1985年 か ら減少傾向にあつたが、94年からはゆるやかに増加 してお

り、2000年 には9,040haと なつている。但 し、そのような面積の推移は地域によつてかな り

異なってお り
3)、

図に示す ように、わが国において最大の直播普及地である中国四国 (岡

山県)でそれが大きく減少す る中で、東北、北陸、東海近畿 といった地域での直播栽培の

0も

⑨慇
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図1 農業地域別水稲直播栽培面積の普及動向

注)農林水産省生産局農産振興課資料より作成。表 2、 表 3についても同じ。

普及が進み、そのことが全国の直播栽培面積を増加 させ る要因 となっている。特に、ここ

3年間は、東北や北陸での面積拡大の動きが顕著である。従来は、岡山や群馬、埼玉な ど

における乾田直播が主体であったのだが、わが国の直播栽培の中心は、近年は東北か ら北

陸、東海、近畿にかけての水田地帯へ と移 りつつあると言える。

直播栽培の導入状況は上述 した農業地域内でも県によってかな り差がある。そこで、直

播の普及率が相対的に高い (0.4%以上)県、及びそれ らに直播実施面積が300haを 超える新

潟県を加 えた16の 県について、その普及率及び直播栽培の様式 を整理 したものが表 2であ

る
4)。 これ ら16の 県で、全国の直播面積の約 8割 を占めてお り、わが国の直播栽培の状況

をほぼ示す もの と言える。
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全国の直播普及率は、2000年 で0.51%であり、普及率が高いのは、減少傾向にあるとは

いえなお7.9%を 占める岡山県の他、愛知、福井、富山、宮崎、福島、山形、滋賀 といった

諸県である。なお、年次間の変化を見るために、同じ県について1994年の状況を示 したが、

これによれば、山形、福島、富山、石川、福井、愛知、滋賀、愛媛で、この間、直播の普

及率が大きく増加 したことが分かる。

一方、直播栽培における播種様式について見ると、全国平均では乾田直播 と湛水直播が

ほぼ同じ割合になつているが、それらについてもかなりの地域差があり、群馬、山梨、岡

山では従来と同様に乾田直播がほとんどであり、また、大規模経営を中心に冬季代かき不

耕起乾田直播技術の普及が進む愛知や、岐阜、宮崎などでも、乾田直播が多くを占めるよ

うになつている。特に、愛知では、航空播種による湛水直播から乾田直播への大きな転換

が進んだ。なお、表に示すように、近年、不耕起乾田直播の栽培面積が増加 してお り、 6

年前にはほとんど見られなかったのが、2000年 には直播栽培全体の約 14%を 占めるに至っ

ていることが特に注目される。

一方、気象条件や土壌条件等の制約もあり、東北や北陸の諸県、及び滋賀、愛媛では湛

水直播が主流 となつている。この湛水直播は、散播、条播、点播に区分 されるが、その半

数以上は条播である。但し、これにも地域差があり、回場整備後の大区画圃場へのヘ リコ

プターによる播種が中心の福井や、低コス トな背負式動力散粒機が利用されている山形で

は散播が、また、後述するように倒伏に弱いコシヒカリの直播栽培への適用が進む山梨、

新潟、富山、石川、愛媛などでは、播種方式 として耐倒伏性を持つ点播の実施面積が多く

t

QⅢ

なっている。

窒里__キな県における直播栽培適用品種の状況   ( ha %)
直播栽培における作付面積第 1位 直播栽培における作付面積第 2位

県名
作付面積 F付割合 品種名 作付面積 作付割合

山形 39'7 70.6 あきたこまt 42 7.5

福 島 ひとめぼ】■ 407 56.4 コシヒカ リ 236 32.7
群 馬 ゴロピカリ 31

「
33.5 の光 30 32.6

埼 玉 の 85 54.4 コ ン 15 9.6
山梨 コシヒカ lン 12 48.0 こいごころ 4 16.3
新 潟 コシヒカ lン 246 じ

二 ア` チザ
‐
ヨヒ

｀(_′tc^ 8.7
冨 山 lコ 433 99。 6 ヽ エ 0.2
石 川 コシヒカし 115 66.6 どんとこい 31 17.7

福 井 コシヒカ lン 2()4 49。 9 キヌヒカリ 119 28.9
岐早 ハツシモ 74 55.7 コシヒカリ 25 18.9

愛 知 コシヒカ ;´ 157 祭 り晴 100 18.3
滋 賀 95 34.2 コ 32.5
岡 山 1553 53.6 1ノ 1030 35.5
愛 媛 コシヒカ 1´ 41 46.6 あきたこまt 20 22.7
宮 崎 ヒノヒカ l´ 106 ユ 27 13.1
鹿児島 69 52.3 ザ

′、,｀ りの舞 57 43.2
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最後に直播栽培における品種選択の状況を整理 しておこう。前述の 16の 県における直播

導入面積が 1位 と2位の品種について、品種名及びその面積割合を示 したものが表 3で あ

る。 この表から、今 日では、直播栽培においても、移植栽培 と同様に、それぞれの地域で

市場評価の高い品種が選択 されていることが分かる。すなわち、東北では、はえぬきやひ

とめばれ、北陸か ら近畿、四国にかけてはコシヒカ リ、九州ではヒノヒカ リが、直播栽培

においてもその作付けが最 も多い品種 となつている。

確かに、「味こだま」や 「どん とこい」、「祭 り晴」な ど直播適性の高い品種の作付割合 も

多 く、また、集落営農な どでの直播栽培の導入が進む福井や滋賀ではキヌヒカ リの面積が

大きいな ど、直播ゆえの特色 も見受けられる。 しか し、全体 としては、直播適性の高い品

種を前提 として直播栽培の導入に取 り組むとい うよりも、販売対応における有利性 を損な

わないことを考慮 した品種 を用いた直播栽培の実施が、営農現場では進められていること

が分かる。 この点については、後述す る落水出芽法や代かき同時点播機の開発など技術的

な改善の影響 も大きいが、同時に、移植栽培での限界を大きく超えるような面積拡大に取

り組む、あるいは労働力面で明 らかな不足を来たす経営以外の稲作農家や営農組織におい

ても直播栽培が実践 され る中で、やは り直播栽培であつても、その生産物の市場性は確保

す るとい う経営対応がなされてきたことを示す ものである。

3.水稲直播栽培技術の到達点

1)直播栽培技術の検討

直播栽培技術に対 しては、かな り以前か ら研究開発が進められてきているが、ここでは、

平成12年 11月 に農業研究セ ンターにおいて開催 された平成12年度全国直播稲作サ ミッ トの

資料をもとに
5)、 ここ数年間の技術開発の状況 とそれを踏まえた直播栽培技術の現段階で

の到達点を整理 しておきたい。なお、直播栽培は、乾田直播 と湛水直播に分かれ、その技

術的な課題 も異なることか ら、各播種様式ごとに技術対応面での特徴点を整理する
6)。

2)乾 田直播栽培

乾田直播栽培には耕起乾田直播 と不耕起乾田直播があり、それぞれに課題も多少異なる

が、基本的に、①漏水し易い圃場には適 さない、②雑草が発生し易く除草コス トがかかる、

③発芽・苗立ちの安定化が困難、④肥効が低下し易い、⑤鳥害の被害を受ける、⑥倒伏 し

易いなどの問題点があった。これ らに対 して、まず、漏水の問題については、乾田直播に

01も

0↓

-8-

、ヽ_



01い

好適な土壌 として、「保水力が高くて乾燥 しにくく、また乾燥 しても硬 くな りにくい」
7〉

な

どの特性が提示 されるとともに、そのような土壌条件を持つ地域マ ップ等も作成 されつつ

ある。また、乾田直播に適 した土壌を選ぶ とい う対応 とともに、地下灌漑の実施や畦畔板

の利用等による横浸透の防止、さらに愛知県では冬季に代かきを実施す ることで漏水防止

を図るとい う取 り組みが行われてきている。但 し、乾田直播に基本的に不適な土壌はある

のであり、適地選択 とい う課題は依然 として残 されていると言える。

雑草対策については、シハロホップチル剤な ど新 しい除草剤が開発 されたことか ら、雑

草制御に関する問題点は大きく改善されつつある。また、乾田直播では レーザー レベ ラー

の利用や前述 した冬季代かき、あるいは冬季の浅耕鎮圧などの方式により圃場の均平度を

高めることで、除草剤の効果を徹底することも行われている。 しか し、イボクサや雑草イ

ネなど新 しい雑草の発生や、乾田直播、特に不耕起乾田直播では除草剤の処理回数が増加

するとい う問題がある。前者については、その対応策 も明 らかにされてきているが
8)、

後

者の除草剤の使用が多くなるとい う点は乾田直播の基本的課題であ り、コス ト削減や販売

対応の観点からも、冬季の耕種的除草の実施や均平の徹底、除草剤の適期散布などを通 し

た除草剤使用回数の削減に引き続 き取 り組んでい く必要がある。

発芽・苗立ちの安定化に対 しては、播種後の降雨による発芽阻害を回避す るための明渠

や弾丸暗渠等による排出対策の必要性が指摘 され るとともに、播種機の改良も進められた。

特に、不耕起播種栽培に関 しては、前作残査の処理や播種溝の形状及び播種位置等に関す

る工夫が図 られ、それに伴い発芽及び苗立ち率の向上や、鳥害の回避、倒伏の防止な どの

効果が現れてきている。特に、比較的深い位置に播種を行 うことでスズメによる食害など

鳥害 も少なくなるとともに
9)、

播種溝の作溝時に上壌に亀裂が入ることで根の伸長が促進

され ることから、播種位置が深いことと合わせて、倒伏を防止することが可能 となった。

そ して、このことは、市場評価は高いが倒伏に弱い とい う特性のあつたコシヒカ リの直播

栽培への適用を拡大 させ る大きな要因 として作用 した。

さらに、収量水準の向上 とい う点では、本来、「乾田直播では、水稲の空素吸収力が活発

になるまでの長い期間を畑条件で経過す るため、窒素成分は土壌微生物の硝化作用を受け

て流亡して しまって元肥の肥効が極端に低下する」・
°)と い う点があり、そのことが施肥量

を他の水稲栽培 方法に比べ多く必要 とす る、あるいは収量低下を引き起 こす とい う問題 も

生 じさせていた。 これに対 して、近年、乾田直播の施肥に緩効性被覆尿素を用い、また、

異なる肥効タイプの肥料をブ レン ドして使用することで直播水稲の収量向上を図る方策が

いムロ
▼
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実証されてきている・・
)。

3)湛水直播栽培

湛水直播の課題 には乾田直播に共通するものも多いが、湛水直播に特有で、またより重

要度の高いもの として、出芽・苗立ちの不安定性、雑草対策の難 しさ、倒伏、鳥害などの

問題点がある。 この うち、鳥害に対 しては、直播面積の拡大 とい う点を除くと、必ず しも

新 しい有効な方策は見出 し得ていない■2)。
また、雑草制御に対 しては、上述 したようにノ

ビエの 3葉期の防除まで有効なシハロホップブチル剤の開発がなされ るとともに、水稲直

播栽培用除草剤の農薬登録に関 して 「乾田直播」 と「湛水直播」の区分がなくな り「直播

栽培」に一本化 された。直播栽培においては、後述する播種後の落水管理 とい う方式が広

く普及 してきていることか ら、それ らを考慮 した雑草の種類・処理時期に関する適用範囲

のより広い除草剤の開発の必要性が指摘 されてお り、それ らの剤の活用 も含む一発処理な

ど、より散布回数の少ない方式での除草体系の構築が今後の課題 と言える。

湛水直播栽培の最大の課題 と言える発芽 。苗立ちの安定化に対 しては、直播適性のより

高い品種の開発、播種機及び播種方式の改善、栽培体系の工夫などが進められてきている。

この うち品種開発においては、移植栽培用に育成 された良食味品種の うち耐倒伏性の高い

ものを選択する方式で進められてお り、「どん とこい」、「夢つ くし」、「味こだま」、「ゆめひ

たち」 といった品種が育成 されてきている。また、2000年 には、直播栽培用に育成 された

良食味で多収性の 「ミレニシキ」が品種登録 された。 しかし、出芽促進剤を用いず潤土状

態で播種 しても確実に出芽 し、かつ倒伏 しないような品種の開発は将来の課題 となってお

り、先に整理 したように、営農現場では、湛水直播においても「コシヒカ リ」を栽培する

経営が多 くを占めている。

湛水直播の播種様式は、基本的に、散播、条播、点播に区分 され る。 この うち散播につ

いては、有人・無人ヘ リや乗用 タイプの広幅散粒機、背負式動力散粒機などが用い られる

とい う点で従来 と同様であるが、条播については生研機構により播種深度を均一にできる

乗用の高精度播種機が開発 され
■3)、

市販化が始まったことか ら、この播種機 を用いて湛水

直播に取 り組む事例が増 えてきている。 さらに、点播については、打込み式代かき同時播

種機の利用が進んでいる。 この播種機は播種作業の能率が相対的に低い とい う問題点はあ

るが・
4)、

播種深度が深 くスポ ッ ト状に播種 され ることか ら、耐倒伏性が移植 とほぼ同等 と

な り、生育の姿及びそれに併せた栽培管理 も移植 に近い とい う利点があ り、近年普及面積

り 、

▲、F轟
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を大きく増加 させている。また、先の 「コシヒカ リ」を用いた直播において も、この点播

を試みる経営が多 く見 られ る。

湛水直播における出芽・苗立ちの向上に対 しては、近年、播種直後か ら出芽期までの期

間を落水状態で管理する 「落水出芽法」が開発 されたことの効果が大きい。 この方式の方

が、表面播種 して湛水するとい う方法よりも出芽 。苗立ちの安定化や、深 く播種す るとい

う点で、耐倒伏性の向上にも有効なことが明 らか とな り、そのため、最近は、湛水直播で

は出芽促進剤を被覆 した種籾を土壌中に播種す る方式が一般的 となるに至った。

このよ うに 「落水出芽法」は、直播栽培における出芽・苗立ちの安定化や倒伏防止に大

きな効果を及ぼ したが、同時に、落水に伴 う河川への濁水の流出や落水後の雑草制御、土

壌タイプに応 じた落水期間の指標化など新たな課題 も生 じている。 また、直播栽培による

水稲収量の向上、あるいは品質の安定化についてはまだ検討すべき点が残 されてお り、「安

定多収のための施肥管理及び育成制御技術」
■5)を

今後確立 してい く必要がある。

4)直播栽培技術の展開方向

直播栽培技術開発の将来方向として、発芽促進剤などを必要 とせず、籾を動力散粒機等

で散播するだけで、誰でも粗放的な管理でもって安定 して収量・ 品質を維持できる技術の

確立を目指 していく必要があるとする見解がある
■6)。

しか し、現在の品種及び技術条件に

おいては、そのような方式での安定栽培は期待できない。 したがって、当面は、周到な管

理及び作業を実施 しつつ、直播栽培における収量 0品 質の安定化を図ってい く必要がある

■7)

上述 したように、近年の技術開発は、直播栽培の抱える問題点を一つ一つ解決す る方向

で進められてきている。収量向上のための施肥方法や除草等に関する管理作業、及び栽培

理論に関す る検討などまだ残 されている課題 もあるが、個別の技術については一定の到達

点に達 し得た と思われる。 この点で、今後は技術開発 とい うよりも、個々の水田作経営の

実践活動の中で、それぞれの問題解決にむけた創意工夫が図 られてい く必要がある。
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Ќ
ヽ
螂
寝
Ю
ヽ
口
一翠
Ｒ
神 К

凝
Ｏ
椰
恒
瀧
ポ
燎
輩
利
コ
｝
Ｒ
椰
Ｏ
爆
輩
輝
織

。型
Ｄ
く
絆
２
８

皿
掏
軽
像
嘔
状
Ｃ
測
薇
椰
事
Ｃ
Ｋ
卜
部
製

′£

製
Ю
図
禅
К
ヽ
椰
寝
Ｑ
）
嶽
爽
副
眠
雇
製
＝

Ю
図
掏
К
輌
椰
緊

′０
調
回
）
や
£
“
で
翼

掏
埋
綸
細
怪
工
、
■
■
饗
祭
鞭
回
巴
響
Ｃ
燿
く

や
く日
塔
釈
母
Ｃ
撃
耕
櫂
〓
Ｃ
燿
Ｋ

′匈
椰
曇
憮

０
図
や
＜
慄

Ｏ
籠
旧
畑
螂
田
く
０
響
掏
軽
金
繰
輩
測
Ｒ
卸

К
翠
椰

緊
０
↓
里
ゞ
ヤ
対
コ
｝
Ｒ
椰
Ｏ
累
き
い
壮
二
単
゛

製
■

）
０
姜
却
図
席
伸
饉
Ｃ
К
穏
椰
緊
И像
樹
枷
相

拒

′ｓ
絆
）
０
姜
り
一騒
書
Ｉ
Ｅ
壼
壼
案
燎
輩
埋

田
２
和
条
ぎ

′〉
憔
ＭＲ
憮
颯
ｅ
く
デ
や
Ｒ
綱
な

К
城
椰
寝

Ю
“
里
饉
像
Ｒ
択
ル
ヽ
Ｉ
Ｋ
■
単
。Ｒ
師
Ｃ
輩
鰹

卜
理

匝
掏
■
８
【椰
旧
刹
調
Ｃ

澤
Ｋ

′ｓ
図
勲
コ
ヽ
Ｒ
紳
）
Ｄ
＜
編
掏
黎
祭
織
ロ

Ｋ
●
Ｋ
椰
■
”や
雲
緊
ヱ

К
ｎ
曇
・Ｒ
細

／
♪
壮
撃
卜
顧
Ｃ
Ｒ
戯
択
照
饉

調
回
Ｃ
く口
緊
報
母
静
Ｃ

憮
嗅
却
蠅
く口
渾

′翠
Ｒ
卸
Ｃ
報
輩
響
田
・楓
植

懸
臓
鮨
姻
雲
祭
匈
騒
暉
Ｒ
状

К
輌
Ｃ
籠
目
神
則

田
Ｋ
ｂ
Ⅸ
れ
囃
φ
軽

麿
即
・や
Ｒ
軽
練
Ю
£
´，
喬

一熙
燃
澤
Ｋ

（翼
）締

誕
旧

細
調

い
．Ｎ
∞

∞
．
∞
崎

卜
Ｈ

］
．Ｎ
劇

∞
゛

守
．い

翻
熙
細
製

饉
粟
関
期

灘
襲
製
期 珈

囃
ф
椰
巴
Ｋ

類
測
母

巴
Ｋ
郭
寝
Ｋ

麺
螂
せ

巴
く
郭
熙
К

類
囃
雄

巴
Ｋ
邸
襲
Ｋ

饉
興
関
期 梃

襲
裏
細
野
響

刹
興
攣

田
Ｋ
螂
熙
Ｋ 和

関
“
い
巳
Ｋ

優
興
側
畑

担
熙
攣
澤 却

囃
ぐ
椰
田
Ｋ

相
網
単

肛
Ｋ
耶
黙
К

饗
担
出

旨

く口
熙
襄
麟
嘔 拒

ヨ
巨
咲
ヨ
巨 拒

ヨ
匿
鰈
ヨ
巨 に

ヨ
Ｅ
蝶
ヨ
巨 侶

ヨ
艇
頸
ヨ
Ｅ 鰭

≪
理
鰈
ヨ
巨 旨

淵
嵌
藍
ヨ
巨 旨

晨
Ｋ
氏
噸
国 催

巨
ヨ
鰈
Ｌ

ヨ 凛

ミ
勲
蝶

ミ
撫 旨

晨
＝
疇
騒
韻 ピ

礁
睡
蟹
嚢
献 麟

ミ
蠅
蟻

匿
嘘 壼

熙
郎
鰈
巨
駆

最

州
増
漱
く
離

硝
ぶ

応
増
経
準
痙

巴
博
脚
終
て

く口
製
判

期
国
製
巴
冊

ヽ
い
ヽ

Ｒ
椰
ム
Ｋ
＝
単

欄
麒
Ｙ

翠
“
饉
倅
↑

測
嘆
Σ

翼

Ｚ

く口
翼
麒

暉
嗅
組
■
＝

側
脳
Ｚ

籠
硝
榊

猟
環
旨
ミ
激

畑
ぷ

さ
鞠
辺
ζ
漿

ピ
Ｔ
∽

瘍
釈
磨
準
回

■
椰
＝
Ｋ
理 翼

Ｈ
Φ
Ю

〇
〇

】
Ｏ

Ｎ
Ｏ

∞
Ｏ

ヽ
Φ

呻
∽

Ｑ
∞

∞
∞

〇
〇

【
ト

ヽ

｀
＼

（Ｄ
ｅ
中
）無
華
ｅ
尽
悴
く
袢
増
縦
韓
倒

寸
騨

-16-

゛
”
”
叔
枷
£

―

‐１

１

１

■

１

・１

１

ヽ
「

「

・
輻

磯

．１

痛

４

報

樹

．、

１

彎

鶴̈

斑

コ

鳩

褥

燿

１

．
１

１

書

１

，

１

１

１

１

１

揚

１
、
１
１

１

．
豫
囀

〕
１

１

１

１

１

．驚
燿

捜

喘
”博

獣

ゃ

コ

ィ

ー

「

１

‐
１

１

，

１

．
１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

、

「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｌ
ｌ

ｌ



無
理
Ю

息
‐増
０
一
Ｈ

掏
埋
総

∞
一

〇
一

】

い
一

Ｏ
●
【

〇
〇
】

∞
∞

●
Ｏ

『
Ｏ
Ｈ

で
い

∞
●
Ｈ

〇
〇
【

゛
日
】

（８
日ヽ

じ

劇
晏
燿
総

い
い
つ

∞
∞
「

〇
〇
い

〕
卜
や

Ｏ
で
い

“
∞
や

Ｏ
∞
呻

，
Ｏ
い

Ｏ
で
い

∞
Ｏ
守

∞
一
゛

Ｏ
Ｎ
）

（●
〇
日
“ヽ
〓
）

嘱
督
鞭
回

Ｏ
）
一

Ｏ
Ｈ
¨

呻
卜
）

ヾ
卜
）

Ｏ
「
い

゛
Ｎ
゛
・

０
鋼
い

〕
Ｈ
い

Ｏ
Ｈ
い

ト
ト
守

Ｈ
や
い

Ｏ
∞
゛

昧
ぶ
く
掛

軽
像
や
Ｒ
暉
状
Ｃ
Ｆ
＝
瞑
０
゛
′Ｒ
ご
卜
駅
崎

。掟
和
）
機
ｍｐ
一響
Ｆ
姜
和
Ｋ
せ
Ｋ

綴
郵
緊
Ｃ
部
ぐ
杓
）
ИＲ
軽
像
Ｑ
線
攣
測
褒
姓
Ｃ
゛
Ｒ́

颯
楡
回

′い
ヽ
日
一匈
月
Ю
卜
く
辮
や
螺
檀

。味
墜
“
一）
Ｒ

颯
状
Ｃ
く
ヽ
熙
К
И像
鍛
躍
Ｓ
ζ
毒
埋
由
シ
籠
囲
Ｃ
旧

翠
Ｆ
Й長
К
綴
郷
暇

。コ
Ｒヽ
神
Ｃ
標
準
麒
Ｃ
）
椰
Ｆ
卜
瞑
０
゛
月Ｒ
Ｆ
卜
駅
０

荘
ｅ
Ｒ
状
Ю
む
妥
せ
雲
椰
晏
ｂ
緊
埋
墨
”
。コ
ヽ
Ｒ
卸

翌
日
ИＲ
Ｋ
燻
椰
暇
Ｃ
¨
」
韓
“
椰
Ｃ
く
ヽ
燿
Ｋ

製
£
゛
図
И食
コ
）
Ｒ
椰

Ю
む
恒
ｓ
駆
て
標
麒
翻
累
鎌

Ｃ
静
判
栖
掏
Ｒ
な
瞑
く

。さ
饉
衛
一堅
К
嗜Ｒ
Ｅ
ど
量
釈

藻
像

燎
単
Ｏ
椰
邸

。軽
像
報
輩
Ｏ
賢
歯
聾
籠

′田
師
旧
障

通
即
靭
郭
樫
継
ヽ
毒
Ｃ
ζ
崚
選

。墜
選
Ｏ
く
騒
記
醸

饉
騨
Ｃ
Ｒ
量
状

。＜
減
Ｃ
哩
医
椰
野

囃
濯
ヽ
駐
歯
靭
母
Ｏ
ｅ
製
Ｃ
湘
期
埋
田

′糎
撫

型
０
姜
”
一無
響
Ｒ
颯
ぶ
）

姜
鵬
降
嶋
興
懸

．ヽ

Ｒ
］
一

Ю
二
）
０
ミ
饉
掏
溢
像
Ｃ
Ｒ
Ｏ
な

′）
Ｏ
ｔ
姜
揃
）
園

枷
掏
鯉
相
恒
Ｃ
劇
К
”
一世
匝

′〉
和
Ｋ
Й食
継
旧
姜
緊

（”
〓
）

経
旧

申
回

い
．Φ
】

０
．】

い
．０
【

「
〓

ト
ト
．ト

守
．∞

融̈
罐

期
畔
Ｄ
〉
Ｃ

ヽ
中
ヘ

ｍ
脚
′
ヽ
Ｒ
脚
ヽ
脚

ヽ
Ｒ
脚
ヽ
邸

‘
り
測
、く
匈

よ
■
】
ヽ

ｍ
劇

苺
卜
■
撫

苺
卜
■
ｈ

ヽ
Ｒ
脚
ヽ
脚

ヽ
Ｒ
脚
ヽ

１

′ヽ
へ
脚
ヽ
脚

ヽ
ミ
Ｊ
ヽ

脚
′ヽ
Ｒ
脚
げ
卜
″

燿
い
（Ｓ
Ｓ
や́

ヽ
Ｒ
脚
ヽ
コ

ヽ
中

，
ヽ
К
ヽ

Ｋ

Ｒ
岬

螺
準

≪
■
引
く
理 理

熙
岳
引
Ｋ
理

業
国
暇

榛
巴
将

″窯

軽
■
＝
Ｋ
理 鞭

礁
■
＝
Ｋ
響 単

軽
■
＝
Ｋ
理 鞭

蟻
■
引
く
理

鞭
軽
■

＝
Ｋ
建

′車

礁
■
＝
Ｋ
颯 理

嗽
■
＝
Ｋ
響 理

嗽
薔
＝
Ｋ
蝉 準

蒻
■
＝
Ｋ
塵 鞭

嗽
■
引
く
理 準

礁
■
＝
く
理 理

≪
子
＝
Ｋ
理

に
い
瞬
Ｃ
く
辮
窯
掴

Ｋ
潔
Ｏ
椰
旧
細
調
Ｌ
く

‐く
着
）
０
調
迅
択
Ю
図
掏
堰
即
颯
な

Ю
図
掏
Ｋ
輝
輝
寝
Ｃ
Ｒ
米

′ｂ

緊
コ
Ｒヽ
神
Ｏ
熙
母
Ｃ
ｔ
卜
駅
Φ
２
●
卜
駅
●

К
爛
Ｏ
椰
糎

順
圏
睦
Ｌ
Ｅ
障
Ｒ
晰
Ｆ
懸
念
Ｒ
な
Ｏ
黎
祭
輝
Ｋ

Ю
国
却

Ｋ
壌
Ｏ
麺
調
ф
椰

′）
む
仁
い
蝋
ζ
Ｅ
量
くＥ
椰

惨
く
べ
擢
Ｋ
勲
Ｒ
軍
状

′Ｄ
聖
卸
榊
燎
輩
檀
肛

樹
響
Ｃ
鯉
悩

Ｌ
腱
一状
卸
上
Ｋ
ｌ
国
Ю
む
鶏
せ
田
Ｋ
旧
図
Ｋ

螺
駅
Ｃ
神
調
母

響
４
κ
ｎ
国
製

″ｓ
↓
せ
く
絆
Ｃ
‘
嚇
目
巨
図
Ｋ

堰
騨

Ｒ
択
測
〕摯
Ｑ
熙
壁
Ｃ
晨
出
椰
野
苺
籠
Ｌ
澤
い

コ
芝
Ｋ
■
菫
Ｃ
造
燿

ま
増
Ｃ
輝
旧
増
纂
経
Ｋ

Ｉ
′陰
印
困
際
牌
Ｓ
Ｒ
曝
際
関
燿
車
Ｃ
工
Ｋ
ｎ
製
Ｊ

Ю
卜
摯

響
掏
田
世
報
母
濯
ポ
Ｃ
埋
田
・細
拒
鐸
Ｋ
）

い
医
陛
陶
Ｒ
懸
設
ハ
堰
即
）
０
“
り
一く
絆
中
国

Ю
Ｒ́
“
一枷
一暦
響
Ｃ
Ｒ

状
Ｖ
卜
ミヽ
塁
駅
０
２
鴫
い）
Ｏ
姜
榊
母
榛
百
く
ヽ

Ю
む
抑
´
肛
＝
Ю
卜
園
枷
利
拠
黙
〉
劇

脚
麟
贈
肛
―。旧
匝
願
Ｌ
窓
Ｒ
選
ぶ
お
К
慧
緊
蠍

（聖
）訃

標
旧

麺
暉

卜
） Ｎ

Ｈ
【
．
∞
Ｈ

∞
∞

Φ
】

∞
∞

副
熙
細
囃

詢
調
母

肛
Ｋ
瑯
緊
Ｋ

麺
調
輩

田
Ｋ
邸
黙
＜

神
副
φ
継

田
Ｋ
邸
暇
Ｋ

田

梃
翼
側
期 嚢

製
嗅
細
郷
製

和
型
く口
椰

田
Ｋ
邸
緊
Ｋ

礎
興
側
期

麺
囃
く日
椰

細
螂
母

田
Ｋ
郡
寝
×

雲
押
腟

静 撻

眠
一翠
襄
区
選 旨

灘
＝
咲
駆
越 IE 旨

魔
畷
咲
Ｋ
寝 旨 旨 担 櫂

瞥

α

ど
憲
製

量

州
増
凛
く
絆

ば
国

翼
Ｚ
・ト

硝
ポ

卜
細
則
恭
米 くロ

“
要
側

期
に
Ш
＋
＝

⑩
曜

麒
細

Ｒ

腱
順
怒
攣
澤 く日

∞
』

，
ト

い
ト

Ｏ
ト

卜
』

∞
ト

Ｏ
ト

Ｏ
∞

】
∞ お

（Ｏ
ｅ
中
）轟
輩
ｅ
尽
絲
く
絆
雲
一謡
撃
口

寸
踊

-17-

”躍
‘理

製

田
壺

颯
裏
ｍ
野
響

饉
暉ヽ
関
期

壼
獣
醍

に
蟹
由
駅
圏

ど

Ｖ
遼

】

［ぎ
『】

Ｎ
∞

，
，‐
〓‥
‐‥‐
‐・‐‥，
ι
〓
一一一一一″極『ヽ
一

、́
■
刊
・

・
　

　

′■
７

ケ・組沼
【か
‡
‡
…
ま
‥
ξ
‥
…
…
…
‥

爵
口Ｗ



4.直播栽培導入事例の特徴 と導入効果

1)直播導入事例の特徴

直播栽培の経営的な意義やそれが経営展開に与える効果についてはこれまで多くの分析

が行われてきた。そのため、ここでは、農業改良資金協会が取 りま とめた直播栽培の実践

事例集
■8)か

ら、直播に取 り組んでいる経営や営農組織などの全体的な特徴を把握するとと

もに、その中の一事例について、2001年 度までの 8年間の直播栽培の実施状況について整

理す る。なお、農業改良資金協会の資料を用いた理由は、事例数が全体で84と 多く、また、

統一 された様式で整理 されていることか ら、 どのような経営や営農組織が何をね らいに直

播栽培を取 り組んでいるか といつた点を概観す る上で好適な資料であるからである。

表 4は 、資料にある全事例について、所在地、経営・組織類型、規模、直播導入のね ら

い、播種様式、直播実施面積 と品種、直播導入による効果、水稲単収 (移植及び直播)を

整理 したものである。 この表か ら、今 日、水稲直播に取 り組んでいる経営のイメージをあ

る程度知ることができる。経営類型は、全体的には規模の大きい事例が多いが、 しか し、

数haの 面積規模の経営も多 く見受けられ る。特に、複合経営 として直播導入を試みる事例

が多いことが注 目される。 また、生産組織な どを形成 して、グループで直播に取 り組んで

いるケースや、集落営農組織など地域 ぐるみによる実践事例もかな りあ り、このような組

織的対応 としての直播栽培 も行われていることにも留意が必要であろ う。すなわち、直播

栽培の実践主体は、まさに多様であるとい うのが実態である。

このよ うに多様 な主体が直播栽培を導入 している理由は、その目的、ね らいが経営・営

農組織により様 々であ り、また、直播栽培それ 自体が、そのような多面的な効果を生み出

す可能性 を持った技術であるか らである。表の直播導入のね らいを見ると、直播栽培本来

の特色である育苗 。移植作業の省力化が基本 となつているが、それをもとに、①経営面積

や作業受託面積 を拡大す る、②野菜や果樹な ど複合部門の拡充を図る、あるいは、③作期

が分散 されることを通 してコシヒカ リ等市場評価の高い品種の作付拡大を進める、さらに、

④一人の労働力のみで水田を耕作・維持する、⑤省力効果を兼業への従事に振 り向ける、

⑥地域の水田を守る、といった様々な内容がねらいとされていることが分かる。

直播栽培の実施面積は、表に示すように l ha未 満のいわば試験的なものから、経営面積

のかなりの部分を占める数ha規模、さらに地域 ぐるみや研究会組織等による100ahを 超える

大面積を実施 している事例など様々である。 したがって、まだ試作的な段階にある経営か

ら、経営内、あるいは地域内に定着 し、かな り広範囲に直播栽培が実施 されている事例ま
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で本資料では紹介 されている。 しか し、直播導入によつて獲得 された効果について見ると、

それぞれの事例の直播導入のね らいに対応 しつつ、「労働力 2人 の下で20ha以 上の水稲作付

が可能 となった」、「複合部門 (シイタケ、ねぎやなす といった野菜類、大豆、果樹、畜産

など)が拡大 した」、「コシヒカ リの収穫期が拡大 し、作付面積が増加 した」、「兼業での育

苗労働力が大幅に軽減 した」、「現有の機械・施設で作業受託の拡大が可能 となった」など

具体的な効果が現れている。特に、作業受託 も含む規模拡大への効果や、複合部門の充実

とい う効果を指摘する事例が多 く見 られ るが、これは経営類型の欄に整理 したように大規

模水 田作経営、あるいは水田複合経営がかな りの数を占めてい ることとも整合性 を持つ結

果 と言える。なお、移植栽培での限界規模を拡大するとい うことが直播栽培の持つ利点 と

して しば しば指摘 されるが、営農現場では、それ と同時に、稲作以外の部門に労力を振 り

向けその拡大を図ることをね らい とする事例 も多いこと、すなわち経営多角化の手段 とし

てこの直播栽培が大きく活用 されていることは注 目すべき点 と言えよ う。

なお、表の右欄には各事例について直播水稲 と移植水稲の収量をそれぞれ整理 した・
9)。

対移植水稲収量を 100と する数値欄に示す ように、移植栽培を下回る事例 もあるものの、こ

こで数値が記載 された事例の平均を算出 してみると対移植比97%と ほぼ同等の単収水準に

ある。また、直播適用品種についても、前述の統計整理においても示 されているよ うに、

各事例の所在地で市場評価の高い良食味品種が用い られている。 このよ うに、販売対応を

考慮 した品種が選択 され、かつ、収量水準も上述 した水準を維持 し得ていることが、これ

ら事例において直播栽培がその経営 目的、組織 目的を達成す る手段 として活用 され、当初

のね らいに添った導入効果を挙げ得 る一因 となっていると思われる。

2)直播栽培導入による経営の展開

前項では全84事 例について1998年 時点での状況を概観 したが、直播栽培の導入面積は年

々変化 し、それに対応 しつつ経営発展が図 られていくのが実態であろ う。そのため、ここ

では先の表中の一事例のみ取 りあげて、直播栽培が導入 された以降の経営展開の特徴点に

ついて検討する。

A事例は、茨城県において1995年 から水稲不耕起乾田直播 を導入 した水田複合経営であ

る。直播 を導入する前年の1994年 か ら現在 (2001年 )ま での作物別の作付面積の推移 を表

5に整理 した。 この経営では、水稲―麦一大豆の水田輸作体系を構築す るとともに、いち

ごとい う集約作物が導入 されてお り
20)、

経営類型 としては大規模な水田複合経営に属す る。
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作物名 大麦 小麦 麦類 大 豆

品種等

稲

十

く

　

コＦ

コ
刀

うち移植 うち直播 マサカト'ムキ
・

農林61号 計 タチナカ'ハ

,、 ‐゙ ,オ
V■ り ‐ 延べ作付

面積

1994年 1,876 1,876 420 725 1,146 543 20 3,584

1995年 2,025 1,793 232 6()2 543 1,146 543 20 3,734

1996年 1,902 1,625 277 130 488 618 611 20 3,152

1997年 1,751 1,224 527 488、 592 1,081 1,081 26 3,938

1998年 1,829 964 865 5('6 986 986 26 3,826

1999年 1,891 936 955 566 420 986 986 26 3,888

2000年 2,488 1,103 1,384 515 330 845 1,225 44 4,601

2001年 3,108 1,258 1,850 720 446 1,166 1,304 44 5,621

表5対象事例における作物別作付面積の変化

表 より明 らかなように、1994年以降、各作物の作付面積は大きく増加 してお り、水稲で

は 18.8haか ら31.lha、 また、大豆も5。 4haか ら13.Ohaへ と増加 していることか ら
2■ )、

延べ   1

作付面積は 35。 8haで あつたのが56.2haに まで拡大 している。また、このような土地利用型

の作物の面積増加 とともに、集約作物であるいちごも20aか ら44aへ とハウスでの栽培面

積 の拡大が図 られてた。 この間、基幹労働力は、男性が 3名 22)、
女性 2名 とほぼ同水準に

ある。また、1998年 にはクローラ型 トラクター、レーザー レベラー、レーザープラウ、乗

用管理機等が導入 されたが、他の耕起、田植、収穫、乾燥・調製作業に係る機械・施設装

備の更新・拡充はなされていない。このような労働力、機械・施設装備の状況にありなが

ら前述 したような面積拡大をなし得た要因としては、表 5に示 したように水稲直播栽培の

面積を1995年 の2.3haか ら2001年 には18.5haと 大きく増加 させたことの効果が特に大きいと

考えられる。筆者はこの経営モデルに経営シミュレーションを実施 しているが、その分析

によれば、移植栽培のみでは、いちごを4.3a作付けることを前提に22.3haが 限界規模 と試

算された23)。 このような結果からも、直播栽培の導入拡大が進んだことが、水稲作付面積

の増加を可能としたと言えるだろ う。

また、乾田直播栽培では 4月 中に播種を行 うとともに、移植栽培ではこの時期に不可欠

な耕起、代かき作業を実施 しなくてよいことから、約10ha実施 されている移植栽培への必

要労働時間が大きく減少 した。そ して、このことは、いちごの 3～ 5月 の収穫・箱詰め作

業に労働力を振 り向けることを可能とするとともに、その定植作業 と競合する水稲の収穫

時期の分散ももたらし、いちごの栽培面積を倍増 させる要因となった。なお、もし移植栽

培のみの栽培方法で上述 した面積拡大を図るとすれば事務所の近くに育苗ハウス用地を求

めざるを得ず、ハウスの大幅な増加は困難であったろう。この点からも、直播の導入は複

(1
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合作物であるいちごの面積拡大に大きな役割を果たしたと言える。

なお、表 6は 、水稲の品種別の作付動向を見たものである。この経営では試験的な作付

けを含め様々な品種の栽培が試みられているが、直播栽培に注目するならば24)、
当初は直

播水稲は収穫期が遅れることから降雨の被害を受け易いため難穂発芽性の高いチヨニシキ

を中心に作付けされていたが、近年は、栽培面での安定化が進むにつれて、コシヒカリ、

ゆめひたちといった市場評価の高い品種の面積が多くなっている。特に、コシヒカ リでの

直播には不安感 もあったが、乾田直播は倒伏にも強いことから2000年 か らその導入に踏み

切 り、2001年にはその面積は5.2haに 達した。

表6水稲品種別栽培様式別作付面積の変化 :a)

ロ 」

この経営の直播栽培の耕種概要を表 7に示 した。播種時に不耕起播種機を用いて播種作

業を行 うことは当初から実施されてきたが26)、
近年の技術的対応 として、① レーザレベラ

ーを用いて播種前冬季に均平作業を実施する、②播種時期を 4月 上旬へ と早める、③ 3葉

期以降のヒエ防除に有効な除草剤を用いる、④畦畔からの漏水防止に努める、⑤緩効性肥

料を用いて追肥の省力化 とともに肥効の効率化を図る、といつた取 り組みを実施 してきて

-21-

移 植 栽 培
年次

らきたこまち チヨニシキ コシヒカリ キヌヒカリ 麦跡大空 麦跡月の光 ミルキークイーン その他

1994年 140 180 233 566 140 280 337
1995年 337 334 396 446 0 280 0

1996年 6()2 0 225 748 0 50
1997年 569 0 436 0 0
1998年 336 219 308 0 100 0
1999年 463 0 190 100 0 183 0
2000年 496 0 140 0 0 342 125

2001年 662 0 308 0 287 0

乾田直播 湛水直播
年次

キヌヒカリ どんとこい チヨニシキ ゆめひたち ヨシヒカリ キヌヒカリ ゆめひたち コシヒカリ

1994年 0 0 0 0

1995年 78 124 0 30 0

1996年 0 0 277 0 0 0

1997年 108 37 327 0 56 0

1998年 122 108 404 180 0 50

1999年 2 404 378 0 50

2000」可三 287 0 652 405 0 40

2001年 462 0 816 522 0 50

」
「
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表 7 対象事例における乾田直播栽培の耕種概要

(注 )関 東農政局主催の直播普及推進会議資料より引用、加工。

表8水稲栽培様式別10a当たり収量の変化

rl,(
ヽ

ヽ

♂
・嶺

k Oa

作  業  名 内 容

種 子 の 予 措 種子消毒 :無
浸種時期 :4月 10日  (24時 間 )

耕起、均平作業 プラウ+レ ベラー

基 月巴 施 肥

施肥 日 :4月 13日
施肥量

キヌヒカ リ LPコ ート40+LPSS100
ゆめひたち  ( 3 : 7 )20kg/10a

コシヒカ リ :LP70+LPS120
(1:1)

肥料は播種 と同時に播種溝に施用

20聴 /10a

播   種

播種 日 :4月 13日
播種量 :5 kg/10a
機械名 :不耕起播種機

入 水 時 期 5月 19日 (2葉 期 )

除 草 剤 散 布 5月 11日 (入 水前)ク リチャーバス

5月 21日 (入 水後)ス パークスター
1000cc/10a

l kg/10a

病 害 虫 防 除 カメム シ (予 定 )

追   肥 無

ぷ当 り苗立 ち状 況 275本 (7月 19日 調査 )

水稲乾田直播

計
年次

水稲移植

計

526 5261994年 528 497

393500 44161995年 487 5012 500

503 5121996年 568 558 503

540471 471 5871997年 511 5()2

496 512445 439 5031998年 471 492 445

521 487 497542 474 474 5101999年 520

568524 569 558559 582 5782000年

488 488 536413 5043862001年 437
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いる点がその特色 として指摘できる。そ して、そのよ うな均平の徹底や新 しい除草剤の適

用は雑草防除をかな り確実なもの とするとともに、施肥に関す る新たな対応は、収量水準

の維持・ 向上 とい う点で効果をもたらした。表 8に この経営の水稲単収の推移を移植 と直

播 とを対比 しつつ示 したが、1997年 以降は直播栽培の方が移植栽培の収量を上回る状況に

ある。厳密には二つの栽培方法の品種構成の違い も考慮する必要はあるが、傾向として、

直播栽培では減収 し易い とい う直播導入当初の問題点は解消 され、技術的に安定 したもの

となつていることは明 らかである。また、このことが前述 したような直播導入面積の拡大

とい う経営対応 を選択 させ る大きな要因 となっている。

近年の米価下落 とい う状況の下で、この経営の収益性 も低下を余儀なくされてい る。 し

か し、1994年 当時の規模、部門構成であれば、そのような米価下落の影響はより厳 しいも

のであつた と想定されるのであ り、水稲や大豆の面積拡大 と、いちごの作付増加は、その

ような時期における経営戦略 として不可避であった。そ して、そのような経営戦略の遂行

にとって、直播栽培は有効な手段 として機能 した と言えるのである。

5。 直播栽培の普及可能性 と今後の展望

本稿第 2節で見たように、直播栽培の普及状況には大きな地域差があり、また、経営間

でも対応に違いがある。そ して、全国平均0.51%と い う普及率からも明らかなように、大

半の稲作経営は移植栽培を継続 しているのが実態である。

直播栽培の普及が進んでいない要因には、①現状の移植技術で問題がない、②技術習得

が難 しく、また、安定した生育・収量を維持するには周到な管理を必要 とする、③地域に

よっては直播栽培に適 した市場評価の高い品種がない、④直播栽培のための播種機の装備

など新たな投資に踏み切れる状況にない、⑤在圃期間が長くなることから土地利用の面で

直播が実施できない、⑥鳥害やスクミリンゴガイの被害など十分な解決策を持たない問題

点が残されている、等の諸点があろう。地域で見れば岡山県の直播栽培面積が減少 してい

るが、この要因として山本 ら
26)は

、①播種時期の不良天候に対する作業の不安定性が克服

できないまま乾田直播が選択されてきた、②播種前後に管理集約度を強く要求する作業を

依然 として残している、③機械移植技術の発達に伴 う上記①及び②の問題点の顕在化、④

農業経営における稲作部門の位置付けの低下、⑤麦作の振興、⑥水田への入水時期の早期

化とそれに伴 う良食味品種への転換や早期出荷に向けた移植時期の前進、とい う6点 を指

摘 している。また、直播の普及率が相対的に低い水準にとどまっている他の地域の特徴を

ヽ
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見 ると、①北海道では、直播適性があ り、かつ、市場評価 も高い品種がまだない、②北東

北では気象条件等から発芽・ 苗立ちや生育の安定化に関 して課題が残 されている、③関東

以西の二毛作地帯では直播水稲 と麦 との二毛作は困難である
27)、

④水田率の低い畑作中心

の地域や兼業農家が多く組織化への取 り組み も弱い地域では、稲作の相対的な位置が低 く、

一層の省力化等に向けた投資意欲が生 じにくい、⑤九州の一部ではスクミリンゴガイによ

る被害回避策が十分確立 し得ていない、などの諸点があることが伺 える。

上述の岡山県での直播栽培の減少要因の多 くは他の地域にも共通するものであ り、この

点で、わが国の稲作においては、最初に述べた直播栽培のような省力・ ワンマ ンオペ レー

ション化を可能 とする技術を要請するベ ク トル と、今述べたような問題点か ら移植栽培を

より選好 させ るベ ク トル とい う方向を逆にす る二つの力が同時に作用 しているのが実態で

あろ う。

直播導入経営の特徴を見ても、例えば20haを 超えるよ うな大規模水田作経営のみに集中

して導入 されるとい うことではなく、複合経営や地域営農組織、兼業農家、あるいは数戸

の生産組織など、様々な類型の経営 。営農組織で実施 されている。すなわち、大規模水田

作経営や水 田複合経営、集落営農組織な どを中心に普及 しているとい う一定の傾向はある

ものの、その全てが直播栽培の導入を試みるのではなく、その必要性 をより強 く認識 し、

かつ、技術導入に当たつての問題点の解決が図 り得た経営や営農組織で普及・定着が進ん

でいるのである。そ して、そのような動きのもう一つの大きな条件 として、当該地域の行

政や試験場、普及組織な どの関係機関の働きかけが大きく作用 していることも見逃 し得な

い点である。

近年に直播栽培面積を大きく増加 させた地域について見ると、福島では、行政組織等が

中心 となって大区画圃場整備や担い手の育成 と併せた直播栽培普及への積極的な働 きかけ

が行われた。 この点は、福井等においても同様である。また、富山では、普及組織を中心

に技術的な安定化への指導が徹底 して進められ、その過程において中心品種であるコシヒ

カ リヘの適用が可能 となってきたことが、直播面積拡大の大きな要因 となった。 さらに愛

知では、農業試験場が冬季代かき不耕起乾田直播 とい う技術について現地で実証 しながら

開発を進めたこと、そ して、その過程では、大規模な水 田作経営が自ら積極的に取 り組み、

問題点の摘出と改善策の検討を図ってい く中で技術の確立がなされ、この技術に取 り組む

経営及び導入面積が急速に拡大 した
28)。 _方 、農業労働力の減少が著 しい安定在宅兼業地

帯である岐阜や滋賀では、前者では大規模な法人経営が、また、後者では集落営農組織が、

・電:.1

t遷
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行政及び普及組織の働きかけを通 して育成 され、そ して、それ らが直播栽培の実施主体 と

して展開 している。 このように、直播栽培に対する関係機関の意識や働 きけが、その普及

動向に大きく作用 していることもまた確かなのである。

以上のように、直播栽培の普及に対 しては相反する二つのベ ク トルが作用 しているが、

いずれに しても、直播栽培の技術的側面での安定化は年々進められ、そ して、いわゆる経

営技術 として、経営改善及び経営戦略を進めてい く手段 として機能 しつつあることは事実

である。また、直播栽培のような新技術への取 り組みは、それぞれの地域及び水田作経営

の今後の展開方向を示すいわば先行指標的意味合いを持ちつつある。

今 日重要なことは、直播栽培な ど新技術の活用の手だてを考察する中か ら、今後の水 田

農業の展開方向を見い出 してい くことである。直播栽培の普及面積はまだ小 さいが、その

ようなわが国の水田農業の将来像 を描いてい く上では不可欠な存在であ り、面積の動向の

みに左右 され ることなく、その火種を消 さない努力を今後も継続 してい くことが重要であ

ろ う。

注

注1)例 えば、小室重雄編著 「水稲直播の経営的効果 と定着条件」、農林統計協会、1999年 、

あるいは農業技術協会編 「水稲直播を考える」、農業技術協会、2000年 等 を参照。

2)こ の点については、梅本雅 「水田農業経営確立による自給率向上の可能性」、農業およ

び園芸、第77巻 第 1号、2002年 、P204-211、 参照。

3)な お、農業地域内でも道府県によつて、また、県内でも市町村によつて、直播栽培の

普及状況にはかな りの違いがあることに注意する必要がある。

4)な お、2000年 度については沖縄県の直播面積が99haと 顕著に多かったが、その前年ま

ではすべて直播面積は調査上ゼ ロとい う集計であったことか らここでは除いている。

5)農 林水産省農業研究セ ンター・ 農林水産技術会議事務局・ 農産園芸局農産課 「平成 12

年度全国直播稲作サ ミッ ト資料一日本型直播稲作技術の到達点一、～ 日本型直播稲作技術

の集大成 と今後の普及推進の方向～、平成12年 11月 。

6)整理に当たっては、注 5の文献の小野信一 「乾田直播の技術体系 と課題」 (P7-12)、

及び丸山幸夫 「湛水直播の技術体系 と課題」 (P13-17)を 参照 した。

7)注 6の 小野稿、P10。

8)こ の点については平成 12年 度研究成果情報総合農業、「水稲乾田直播栽培における除草

剤の茎葉処理によるイボクサの防除」、総合農業試験研究推進会議、農業研究セ ンター、
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2000年 、P60-61を 参照 されたい。

9)但 し、この点については地域によっては直播栽培面積そのものが増加 したことの影響

も無視できない。

10)注 6の小野稿、P10。

11)こ の点については平成 12年 度研究成果情報総合農業、「ディスク駆動式不耕起播種機の

導入 と接触施肥による乾田直播水稲の生産性向上」、総合農業試験研究推進会議、農業研究

センター、2000年 、P388-389を参照。

12)但 し、後述す る落水管理は、カモな どの被害を防 ぐとい う点では一定の効果はある。

13)な お、同様に、散播機についても開発されている。

14)但 し、この点の改善も進められつつあ り、作業能率 も向上 してきている。

15)注 6の丸山稿、P16。

16)例 えば、松田藤四郎 「新 しい水田農業像」、松田 。小野・新沼編著『水稲直播による経

営革新』農林統計協会、1996年、Pl-17を 参照。

17)こ のような直播技術開発方向の考え方について詳 しくは、梅本雅 「直播栽培の普及・

定着条件 と今後の技術開発方向」、小室重雄編著『水稲直播の経営的効果と定着条件』、農

林統計協会、1999年 、P231-246を 参照されたい。

18)本資料の名称は、 (社)農業改良資金協会、「農業改良資金新技術導入手引 稲作省力

化技術 (直 播栽培導入事例集 )」 1999年である。

19)な お、両者の数字が提示されていない事例は除いた。

20)こ の他、水稲部分作業受託や味噌加工も行われているがそれらの面積については省略

した。

21)麦類の面積が大きく変化 していないのは、転換田での麦作面積は増加 しているものの、

水稲 との二毛作 (大 麦)の 面積が、当該水稲品種の販売面での問題等から減少 したためで

ある。

22)但 し、1998年 より構成員の 1人がいわば引退 とい う形で補助的な従事に移行し、その

者の息子が専従者 として参入 している。

23)こ の点について詳 しくは、梅本雅 「ロングマット水耕苗移植技術の経営的効果 と導入

条件」、農業技術、第56巻第 11号、2001年 、Pl-6を参照。

24)な お、この経営では、県の試験場の実証圃場 として 1枚 の圃場で湛水直播栽培が実施

されている。

|

1ヽ、 1
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25)こ の経営の直播栽培の概要について詳 しくは、土田志郎 「関東平坦地域における水田

輪作複合経営と不耕起乾田直播栽培」、小室重雄編著『水稲直播の経営的効果と定着条件』

農林統計協会、1999年 、P67-89を 参照。

26)山 本晃郎他 「岡山県における水稲乾田直播栽培の減少継続要因とそのなかで不耕起乾

田直播が持つ意義」、農業技術、第55巻 第12号、2000年 、Pl-9を参照。

27)但 し、現在、麦立毛中に水稲を播種する方式等の技術開発 も進められている。

28)こ のような技術の普及過程については、澤一郎 「愛知式水稲不耕起乾田直播栽培法」、

農業技術、第54巻第 10号 、1999年、P25-29に 詳 しい。
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東北地域における水稲直播栽培の研究と普及の展望
東北農業研究センター 総合研究第 1チーム長

矢治幸夫

1 東北地域の水稲直播栽培普及の現状

東北地域の水稲直播栽培は、昭和 41年の 276haを ピークとして移植技術の機械化の進

展に伴い減少 し、昭和 55年頃はほとんど無くなりました。その後、平成 5年頃から増加

に転じて、平成 13年度にはWC S 174haを含めると前年比約 28%増 の 2,088haを示 し

ています。内訳を県別に見ると、福島県 837ha、 山形県 632haと 南部 2県で地域の約 70%

を占めてお り、続いて中部の官城県 235ha、 秋田県 235ha、 青森県と岩手県が約 30haと な

り、南部の気象条件の比較的穏やかな地域からの普及が進んでいる現状です。

東北地域の水稲直播栽培普及面積の推移 (東北農政局まとめ :WCSを 含む )

2.088

r,57{ l '636

□福島県
団山形県
圏秋田県
国宮城県
■岩手県
■青森県

151     215

“

74

図

　

ｈ

釧‖

731

卸

脚

帥

鋼

4 5 6 7 8 10 11 12 1年産

2 これまでの直播栽培研究の経過

東北地域における直播栽培の研究は、第 2次世界大戦後すぐから開始されました。湛水

直播では、昭和 26～ 28年にはタコ足式播種器具を用いた点播に培上を組み合わせた方式

が、昭和 35～ 41年には、ブロー ドキャスター、有人ヘ リコプターなどを使用した高能率

で労働生産性の向上を目標 とした散播方式による直播研究が行われました。

一方、乾田直播では主に昭和 35年以降に行われ、好適作期幅、安定多収に必要な品種

特性や苗立ちの安定化のための条件、施肥や地下かんがいを取 り入れた水管理法が明らか

にされ、大型 トラクターとドリルシーダー、ロータリーシーダーとの組み合わせによる省

力的な稲作の可能性が示されました。

これ らの試験結果を要約すると、水稲直播栽培は労働時間の削減効果は高かったが、生

育・収量の安定性に問題が残 りました。つまり、この間、様々な方式の播種法と播種機、
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寒冷地における出芽・苗立ちの向上、雑草防除技術、病虫害防除技術、鳥害防除法などの

素材研究から機械化作業体系まで多くの項目について研究が行われました。開発された技

術は体系化が図られ、マニュアルの策定まで行われましたが、低温条件下における苗立ち

や生育収量の安定性、雑草防除法などに問題を残 していたため、農家経営の中に定着しま

せんでした。

その後、昭和 40年代からは、田植機の実用化研究の進展と育苗技術開発を含めた稚苗

機械移植の研究にシフ トし、直播研究は急減 しました。このように、機械化移植体系の実

用化の流れの中で、昭和 50年代になり直播水稲の苗立ち安定化のためのカルパーコーテ

ィング技術が確立されて直播技術の見直しが行われましたが、実用化までには至りません

でした。

平成に入って、農業の担い手の減少、米の部分自由化、関税化という新たな情勢の中で、

省力化、低コス ト生産の切 り札としての直播栽培が再度注目されることになりました。

3 最近の県、東北農研の研究

最近の東北地域における直播栽培研究を紹介します。まず、東北農研センターでは、稲

作農家の規模拡大や水田の大区画化、担い手の減少などを視野に入れて、省力効果が高い

直播栽培の実現を目指しました。平成 5年から湛水散播方式で作業能率が高く、播種作業、

薬剤散布作業、追肥作業などへの汎用利用が可能な噴頭回転式広幅散布機を試作開発して、

これを基幹とした超省力湛水散播機械化作業体系を確立しました。

この研究の中から、レーザー光を利用した高精度圃場均平技術、迅速な入排水を可能と

する トラクターの轍を利用した播種前作溝法、播種後落水出芽法、反復落水管理法などに

よる出芽苗立ちや耐倒伏性向上などが可能となる個別技術の成果を得ています。また、山

形県遊佐町の現地営農試験地において、収量は移植対比 10%減、作業時間では移植体系

の 1/3の 約 10時間A Oaを実現 し、大区画圃場における湛水散播方式による省力機械化体

系を確立しました。この、噴頭回転式広幅散布機を用いた技術は、近い将来、良食味で耐

倒伏性が高い直播適性品種が開発され、より低コス ト技術が必要な所で高能率作業のメリ

ットを生かすことが期待できます。 しかし、この湛水散播体系では、気象条件のより厳 し

い東北中北部においては、出芽苗立ち、耐倒伏性や収量の安定性などの面から問題を残 し、

とくに 「あきたこまち」や 「ひとめばれ」など耐倒伏性が低い良食味品種では普及が難 し

いと判断されました。

平成 10年度からは、湛水点播方式で、一粒に 5～ 7粒 と多数の種籾を封入した複粒化

種子を高精度播種により、出芽時に気象条件が良くて苗立ち数が多すぎる、あるいは逆に

苗立ち不良でも株立ち数を確保し、株形成によつて耐倒伏性の向上と生育調整を可能 とし

て、収量の安定化を図る研究を開始してお り、「あきたこまち」を使った、苗立ちの安定

性、省力性や移植並収量の安定確保などが実証されつつあります。

東北各県においては、平成 6年 より、省力・低コス ト化技術として、芽出し籾流体播種

(岩手県)、 自然落下方式湛水直播 (宮城県)、 折衷直播 (乾田早期湛水方式、秋田県)、

無代かき作溝直播 (山形県)、 植代同時作溝表面直播 (福 島県)な どの各種技術が地域の

気象や土壌条件に適合した直播技術として体系化されました。実証された技術は移植栽培

に比較 して大幅な省力生産になる可能性を示しました。
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その後、各県の試験でも気象条件の厳 しい青森県、岩手県、秋田県の北東北 3県 とやま

せの影響が大きい宮城県においては、苗立ちや生育収量の安定性に問題が残されました。

そこで、平成 10年度からは、複粒化種子および多粒点播等による出芽苗立ちの安定化と

株形成による耐倒伏性の強化を図 り、株形成による栽培管理の適正化を可能として移植並

の収量を目指 した良食味品種の安定直播技術を開発 しています。良食味品種を使った耐倒

伏性が高い安定 した直播栽培が実証されつつあります。

このように、複粒化種子点播や多粒点播は、散播や条播と比較 して耐倒伏性が高く、苗

立ちや生育・収量の安定性が高いなどの成果が得られております。圃場の拡大、集積化が

思 うように行かないままで、かつ 「売れる米の生産」を図るとい う点からは、「コシヒカ

リ」並の食味を持つ本格的な直播適性品種が育成されるまで、当面は 「いくらかの手間を

かけても良食味品種で安定収量が得 られる直播技術」ということになるようです。

4 直播に関連した個別技術の現状 と評価

直播栽培の個別技術には、一般的な技術の改良方向によるものと革新的な発展方向を目

標に開発された技術に分けられます。表 1に いくつかの技術項目について、現状と東北地

域に適 した直播技術という視点から構成する部分技術および総合技術の完成度について評

価を試みました。

表 1 東北地域における個別の直播栽培技術の現状と完成度

革新的 (外国構を利用した本格的な|

耐倒伏△、低温出芽・高立

総合完成魔 :△ ×～△

選択0～◎)

×、打ち込み点精△、高精度散播○)

お合完成度 :△ X～○

一般的 (散播0、 条播◎、カルパー処理◎、芽だし機種法△)

× 、

1)品種の育成

ノ
′

2)機種方式 4-― ―

総合尭戌ま :△0～◎ (高精度化された)

′革新的 (有・無人ヘリ◎、高精度播種機O、 広幅管理機O、

/    噴頭回転式広幅散布機O、 基盤整備O、 均平機◎等)

/   森著発薦 ibえ0~(‐ただじ石再;':嵩 T(もあ多V〔∫
~・ ‐………………

3)播種作業等省力 に ―一般的 (動噴◎、条嬌機〇、Fl植機や台車等利用播種機△0)

・低 コス ト △0～◎

注)湛水直嬌を想定 して考察した結果である。

①直播適性品種の育成

直播適性品種の育成については、東北地域の厳しい気象条件下で、より早生・良食味で

低温出芽・苗立ち性、耐倒伏性などの改良された品種が求められます。本格的な直播適性

品種の育成では、米国やイタリアなどの外国稲を使った育成が進められていますが、完成
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までには至っていません。一方、一般的な改良技術においては、東北中南部地域では「は

えぬき」 (山 形県)、
「こころまち」 (官城県)な どの良食味品種が育成 されています6 し

かし、東北の中北部地域ではこのような品種は少なく、「かけはし」、「ゆめあかり」、「で

わひかり」などの、早生・良食味で、耐倒伏性、低温出芽・苗立ち性のほか耐冷性も改良

した移植用品種が直播にも用いられています。東北農研センターでは良食味、直播適性品

種として、早生の 「奥羽直 375号」、中生の 「奥羽直 376号」、「奥羽 382号」、晩生の「奥

羽 372号」、「奥羽 377号」などを育成 し、生育収量の検討を進めています。 とくに、「奥

羽直 376号」は転び型倒伏にも強く、多収を実証し期待されています。

表 2 東北地域における奨励品種の直播適性

品 種 名 総合的な
直播適性

かけは じ △ 〇

● でわひか り

ゆめあかり

〇

○

こころまち △ 〇

あきたこまち △ X

どまんなか △ 〇

ひとめばれ △ X

はえぬき ◎

コシヒカリ △ ×

注)1.品 種は熟期の早い順となつている。出穂期については、東北農試水田利用部の値
(移植栽培―平成 10年度)である。

2,総合的な直播適性は、湛水直播栽培における出芽・苗立ち、耐倒伏性、食味など
からの判断である。

②播種様式

ア.湛水直播

東北地域においては、春先の雪解けの遅れや品種の熟期や生育期間との関連から、湛水

直播が一般的に適してお り、直播面積の97%以 上を占めています。これまでは、条播用

や点播用の播種機の普及が遅れていたために、背負い動力散布機やラジコンヘ リなどによ

る湛水散播が多かつたわけです。 しかし、表面散播の倒れ易さや耐倒伏性が低い良食味品

種の直播などのために、湛水土中条播機や代かき同時打ち込み点播機が開発され、普及面

積も条播 60%、 点播 20%、 散播 19%と 条播、点播が散播を上回るようになりました。

イ.乾田直播

乾田直播は湛水直播に比べてより省力的ですが、より早生の良食味品種、播種時の好天

が求められるとともに土壌の水持ちが維持できることなどが必要となり、地域や土壌が限

定されます。 しかし、大豆など転換畑を前提 とした稲作としては、乾田直播や乾田播種早

期湛水 (折衷)方式の有利性が明らかにされつつありますので、田畑輪換や水田輪作を進

める上では重要な技術となると考えられます。

出穂期  成熱期 耐倒 いもち耐病性
伏性  葉  穂

収量性 外観 食味
品質

7.25      9. 3 や強 や弱  中 中  上下 上下

8. 1      9. 8 強  中  中 や多  上中 上下

8. 2      9. 9 強  中  中 中  上下 上下

8. 4      9.11 や強  強  強 中  上中 上中

8. 5     9,13 や弱  中 や弱 中  上中 上中

8. 5     9.13 や強 や弱 や弱 や多  上中 上下

8. 9     9.19 や弱 や弱  中 中  上中 上中

8.12      9.24 強, 中  中 中  上中 上中

8.20      9.27 弱  弱  弱 中  上中 上中
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③播種機等の作業技術

直播用播種機 としては、有人・無人ヘ リコプター、高精度条播機、代かき同時打ち込み

式点播機、背負い式動力散布機などの利用が可能で、近年は条播機のアタッチメン トとし

て側条施肥機の同時作業化によつて肥料の有効利用や作業能率の向上が図られつつありま

す。また、田面均平を高精度で行 うことが出来るレーザー均平機、代かき作業の高能率化

を図る高速代かき機などの播種床整備作業の機械化も進んでいます。これらの技術の完成

度は高いと言えます。

④栽培管理技術

ア.種子予措・水管理・生育制御技術

栽培管理技術としては、出芽苗立ちの良否が直播成功の第一歩とすると、種子予措技術

も重要な位置づけとなります。現在は播種後落水出芽法の苗立ち向上効果が東北地域の連

絡試験で確認され、播種後 20日 間の平均気温が 13.5℃ の低温条件までは苗立ち立の向上

をもたらすことが明らかにされ、ほとんどの湛水直播で使われています。 しかし、落水期

間を長く取ると、除草剤の発効期間が短くなるため、気温条件や土壌条件に応 じた落水期

間の設定が今後の問題 として残っています。さらに、出芽の迅速化、揃いの向上などの観

点から、カルパーコーティング種子の播種前加温処理 (2448時 間、25-30℃ )が福島県

を中心に普及が進んでいます。

種子予措技術については、種子の生産方法が種子の栄養状態や発芽に与える影響がある

ことが示唆されています し、休眠打破の問題も品種間差があるなどの結果が得られており、

実用技術となることが期待されています。

また、直播栽培のコス ト低減方策 として、カルパーコーティング無しの芽出し籾の播種

技術が検討されています。 しかし、ここ数年は春先の温度条件が比較的良好に推移 してい

ることを考えると、東北地域ではまだまだカルパーコーティングの必要性があるでしょう。

さらに、直播栽培における耐倒伏性を向上させるためには、中干しを含めた水管理が重

要となりますが、中干し以降も反復 して落水期間を設ける「反復落水管理」法を実施する

と、土壌硬度を硬 く確保でき、倒伏を軽減することが出来ます。落水管理の目安は、土壌

硬度が 1.5kycm2で 、田んぼに足を踏み入れても足が沈まず楽に歩ける程度となるように

5～ 7日 間継続する方法です。

イ.施肥管理技術

施肥管理技術としては、一般に直播栽培が移植栽培と比較 して耐倒伏性が低下するため

に、基肥は移植より減少させることが基本技術となっています。 しかし、直播栽培の場合

は苗立ち確定後の施肥管理によっては収量の確保が可能となった り、倒伏が発生 したりし

て重要な問題 となります。散播栽培の場合は、苗立ち本数の多少に応 じた対応技術、中期

の生育状態から生育診断を行 う方法、穂肥施用法などがマニュアル化されつつあります。

最終的な収量レベルや倒伏の危険度に応 じたマニュアルの作成などが必要と考えます。

また、省力化の求められる直播栽培においては、肥効調節型肥料を利用 して、側条施肥

による全量基肥 1回施肥法の検討が進められてお り、 2種類の溶出パターンが異なる肥効

調節型肥料の組み合わせで高い収量を確保できることも示されています。 しかし、近年の

変動が大きい気象条件下では、肥料成分の溶出が温度に依存する肥効調節型肥料の想定し

た溶出パターンと実際の稲の生育がずれることも予想され、多少のリスクが伴 うことも忘
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れてはなりません。

ウ.雑草防除・病虫害防除 。土壌管理技術

雑草防除については、ヒエ 5葉期まで効果があるクリンチャーが開発され、直播用除草

剤の種類も増加するなどある程度完成度が高くなってきています。 しかし、東北地域の直

播栽培では、播種後落水管理が定着してきてお り、落水条件で発生 しやすい雑草、ノビェ、

イボクサなどが多発する可能性が高くなり、落水期間を長く取ると入水後の除草剤散布が

間に合わなくなることがあります。この点は、雑草の発生状況や水持ちなどの上壌条件に

合わせた落水管理期間の設定などの問題を解決する必要があります。ノビエ 3葉期 とい う

比較的遅い処理時期まで除草効果のある一発処理剤について、直播栽培での適用性の検討

が進められており、 1～ 2週間程度の落水期間については十分対応できるようになると考

えられます。

一方、スルフォニル除草剤を継続 して使用することにより発生する抵抗性雑草について

は、問題が拡大しています。 とくに、東北や北海道といった北日本で発生が多く認められ

ています。これらの 10種類ほどの抵抗性雑草に対する有効な除草剤は、直播では適用可

能なものはありません。抵抗性雑草が確認 された地域で直播栽培を 2～ 3年継続すると必

ず抵抗性雑草が繁茂することとなります。このような状態となった場合には、機械除草を

組み入れることや移植栽培とのローテーション、田畑輪換を行って顕在化した雑草を抑制

するなどの対策が必要となります。

直播栽培の病虫害については、チェックリス トの結果から見ても移植よりやや少ない傾

向も見られます。いもち病については、その防除法は基本的には移植栽培 と変わりはあり

ません。近年は、直播技術でも省力防除技術として長期残効性薬剤のカルパーコーティン

グ時の同時処理によるいもち病、紋枯苗の防除が検討されています。

イネミズゾウムシやカメムシなどの害虫については、移植栽培に比べて発生が多い害虫

はイチモンジセセ リ、イネヒメハムグリバエなど、少ないのはイネミズソウムシ、カメム

シ類などとなります。薬剤によるこれらの防除については移植栽培 と同一となりますが、

薬剤の種子処理による省力防除は実用化されていません。

工.鳥害防除技術

直播栽培における鳥害については、これまではカルガモが主要害鳥 とされていましたが、

播種後落水法が普及するにつれて乾田状態で加害するスズメ、ハ ト類、カワラヒワ、ハ ト

類などが問題 となってきています。これまでの加害鳥の生態の観察から、湛水状態でカル

ガモとカラス、乾田状態でスズメ、カフラヒワなどが確認 されております。一方、カラス

は湛水状態でも乾田状態でも加害することが明らかとなり、大きな問題となっています。

播種 した種籾を鳥害から完全に守るためには、播種後 30～ 40日 間、圃場全体を網で覆っ

てしまう必要があります。しかし、低コス ト・省力を目指す直播栽培では、このような煩

雑なことは不可能となります。 したがって、鳥害に対 しては、加害鳥の生息状況を明らか

にしつつ、圃場の選定や栽培方法の工夫、防除法の検討をすることが必要になります。

カルガモに対しては、今のところ有効な忌避剤や防鳥器具はない状況ですので、湛水直

播はカルガモの生息密度が低い (2～ 3羽た0地 域で、カルガモの生息域である河川や

湖沼から離れた (出来れば 2km以 上)圃場を選択することが重要です。カルガモは落水

管理により被害回避できますが、圃場に凹地があり水面が残ると集中的に加害されること
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になりますので均平や排水のための作溝などが重要です。

播種後の落水期間には、スズメ、カフラヒワ、ハ ト類、カラス類の被害が発生 しますが、

この被害は種籾を播種深 5～ 10mm程度に覆土を行 うことである程度防げます。

したがって、加害鳥の種類によって乾田か湛水かの水管理を変化させることで被害の軽

減が可能となります。今後、直播栽培の鳥害は、普及面積が拡大することにより被害率の

軽減が進むと可能と考えられます。 しかし、その場合でも特定の圃場に被害が集中するこ

とがありますので、地域全体で被害に対する相互扶助的な対策も必要になるでしょう。

5 直播栽培技術の普及現場における評価

直播栽培技術については、圃場均平法、カルパーコーティング技術、播種機、落水管理

法、倒伏軽減技術などの基本的な技術はある程度の完成が見られます。 しかし、東北地域

での直播の普及現場においては、とくに東北中北部において、気象条件がより厳 しい寒冷

地に適 した技術であるかどうかとい う視点からの検討が必要となります。チェックリス ト

の教えてほしい事項でも、苗立ちの確保、除草法、倒伏防止法、収量の確保など古くて新

しい問題が残っています。そこで、東北地域における直播栽培の普及のために、直播栽培

技術の現場での評価を表 3を基に考察 してみます。

表3 東北地域における直播栽培の普及上の問題点

t

項    目 技術研究の推進 到達程度

○技術はある程度確立されたと
すると

1.行政的施策は十分か ?
2.情勢又は条件が成熟 しているか ?
3.技術への不安がないか ? ．

Ｌ

Ｏ

ｘ

△

△
△

○情勢の成熟は十分か?
(生産者の意向)

１

２

３

′]ヽ 規1模 (+
中規模 (十

大規模 (十

兼業が主)経営
複合、兼業)経営
複合、水田輸作)経営

△

〇
△〇

○基盤等の成熟は十分か ? 1.区画、基盤整備          △
2.土地集積、集団化・組織化     △
3.レベラー、高精度播種機などの装備 △
4_除草剤や肥料などの基礎資材    △

o
X
X. r--, :l'i
o

Q_

○技術の成熟は十分か ? 栽培・水管理技術
施肥 。上壌管理技術
病害虫・雑草管理技術

鳥害管理技術

１

２

３

４

△
△
△
△

○

○
×

○費用の面から問題はないか ? 1.中規模には金がかかり過ぎか。
2.大規模には思い切れる段階か。

Ｘ

×

△

△

○品質と収量に問題はないか? 1.多 収・良食味生産技術 ◎

1.到達程度は、望ましい方向から、◎、〇、△、Xと なっている。
2.詳細はいろいろ議論があると思われるが、概略的な考察である。

生産者側の状況が直播導入に対して成熟 しているかについては、オペ レーター人で播種

などの作業が可能 となるワンマンファーム型では補助者を不要とする直播、10haを越す

ような大規模経営を目指す規模拡大型では育苗管理作業や苗箱運搬作業を省略できる直

注 )
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播、水稲と野菜や果樹の複合経営型では管理作業のために作期の分散を図る直播など、い

くつかの導入タイプが明確になってきました。このような導入タイプをベースとした導入

方策を進めてゆくことが定着に向けて重要となるでしょう (表 4)。

表 4 直播現地試験農家・直播先進農家の経営概況

場 所 導入タイプ

福島県原町市 規模拡大型

山形県鶴岡市

官城県松山町

官城県古川市

中間型

青森県十和国市

官城県米山町

岩手県花巻市

着手県紫波町

山形県天菫市

山形県鶴岡市

山形県長井市

複合経営型

山形県遊佐町

山形県長井市

官城県田尻町

官城県名取市

秋田県大潟村

ワンマン

ファーム

た
旧
Ｖ

注)東北農試宮武氏作成

基盤その他については、東北地域では水田の基盤整備や大区画化が急速に進行 していま

す。 しかし、直播に用いる圃場の集積化は極めて不十分です。また、土地の流動化や生産

者の組織化も困難な状況にあります。

また、直播に要する費用経費の点からは、カルパーや除草剤などの価格が高くコス トダ

ウンの妨げとなっています。また、新たに開発された均平機、高精度播種機などの機械は

高額で、導入にあたっての助成などが重要となるでしょう。

直播によつて生産される米の品質については、これまでの成績を見ると直播米は美味し

く品質も良いというデータが多く、問題は少ないと考えられます。 しかし、生育ムラ・登

熟ムラ、生育遅延などによる未熱粒の発生などの点に問題が残 ります。これらの問題は、

適期の出穂・登熟の実現など適正管理によつて防ぐことが出来ると考えます。

さらに、直播の収量水準は移植の 80～ 100%程度で、最近は 90%程度と向上してきて

います。東北日本海側の多収地帯では約 1俵の減収 となります。他地域と比較すると多収

で有利な面を持っていますが、生産者がこの減収に我慢できるかがポイントです。技術 レ

ベルの向上により、この差を減少させることが重要です。

東北地域における直播技術の研究と普及の展開方向

直播技術においては稲作期間の気象条件、土壌基盤等の条件などの条件によって地域的

経 営 の 特 徴 直播栽培の導入状況

導入タイプ集落単位の受託組織、オペ6人
籠直十移植十転作女の組み合わせで集落の

水田80haの 作業遂行を目標
4戸の共同経営、稲作規模22ha

家族経営、労働力4人、稲作20h`

家族経営、水稲4.3ha十 作業受託7.6ha

2～4a区画圃場のため作業が限界

絶田直括、地下灌漑方式

大区面基盤整備地区、モデル事業

作業規模、乾菫12ha、 移植15ha

湛水条槽、1.3ha導入

ラジヨンヘリ直橋を2ha導入

湛水直播を試験的に導入

乳苗にも挑戦中

6戸の協業組織、ミニライスセンターが核

自作地協業16ha十 作業受託6.5ha

家族経営、水稲llha十 枝豆 tha十 大豆3ha

折哀直僣、試験機の魂地試験に協力

技術目標は転作大豆等との輸作効果

折衰直精4ha、 日畑綸換で校豆増収

打ち込み点括8ha、 長芋作付拡大

全面積滞水条播、キュ

"集
約化 して増収

打ち込み点播2ha

湛水直播23o、 3戸共同で試験導入

無代かき作溝直僣、現地綺験に協力

噴頭回転式直播

背負式動歓による継水散括

家族経営、

家族経営、

家族経営、

家族経営、

家族経営、

家族経営、

家族経営、

水稲16L十 小贅 18ha十 長芋lha

水稲3.6ha+施 設キュウリ∞0坪

水稲8ha十 シイタケ十リンゴ

水稲4.3ha十 七・―マン育苗ほか

水稲10ha+お うとう十ラ・フランス

水稲4ha十 メロン

水稲5ha十 メロン十二ラ

ワンマンファーム、水稲6hn十 作業受託2h3

ワンマンファーム、水稲5～ 6ha、 奏は会社員
ワンマンファーム、水稲5.9h8、 妻はJ川崚員

兼棄農家、水稲8ha、 農繁期臨時雇用
ワンマンファーム、水稲 l駄●

全面積、湛水直播 (動数、噴頭回転式)

全面積、湛水直播 (動散、打ち込み式)

全面積、湛水直椿、減農薬生産

湛水表面作溝条橋、lh試験導入開始

全面積、乾田直播

6

秋田県大山市

秋田県平鹿町

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
，
１
１
１
１
‥
―
―
―
―
―
―
―
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
，
■
日
―

ゝ
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な研究や普及の方向が決定されます。現在の普及状況も福島県、山形県の南 2県、宮城県、

秋田県の中部 2県、岩手県、青森県の北部 2県では普及程度が異なります。今後の展開方

向もこれらの現状を踏まえて異なってくると考えます。

東北地域は南北に長く中央には奥羽山脈があり、主要稲作期間の気象条件は南や 日本海

側が高くなり、直播普及品種も異なります。 とくに東北中北部では低温条件下での出芽・

苗立ち、初期生育確保、耐倒伏性の向上、鳥害防除などに対する抜本的な対策技術の研究

が望まれています (表 5)。

表 5 東北地域における直播栽培研究の日標と普及の方向 (湛水直播を想定した例 )

項 目

研 究
直播栽培
の普及上
のネ ック

地域

北部

南部

注)1.直播栽培の適応性地帯から北部は、青森、岩手、秋田、宮城の4県を、南部は、
山形、福島の2県を想定した。

2.カルパーコーテイング処理は湛水土中播を想定、表面播は場合によつて不要。
3.水管理法は、苗立ち良化、耐倒伏性の強化、鳥害防止などへの効果が大きい。
4.これらの研究方向は、直播適性品種の育成状況によつても変わってくる。

福島県では、直播技術はほぼ確立 されているところですが、「コシヒカ リ」や 「ひ とめ

ばれ」が主流であることか ら、安全出穂期晩限前に出穂 させ るための早期播種技術におけ

る苗立ちの確保、カルパーを削減 した低 コス ト技術、倒伏防止技術な どの検討が予定 され

ています。また、乾 田直播については、メリッ トを生か した適品種の選定、生育促進や登

熟条件を考慮 した肥培管理法の検討が課題 とされています (表 6, 7)。

表6 福島県における湛水直播栽培マニュアルの変遷

昭 和 62 年 平 成 11 年

標

出
立
量
定

」

不

。

苗ヽ
収
安
ど
一　
の
性

害

・

不ヽ
な
一　
量
定

鳥
芽
ち
の
性
一　
収
安

品種|   ササニシキ

播種量   4kg/10a
酸素供給剤 2倍 量コーティング
機種期    5月 中旬
窒棄力L』巴量1  3～ 5kg/10a

水管理  播種後湛水管理
中干 しは 7月 上旬

除草剤  移植用除草剤の体系処理

ひとめばれ、初星、ササニシキ、まいひめ
4～ 5kg/10a
2倍量コーティング

4月 下旬～ 5月 中旬
移植栽培の80%

播種後落水、出芽始めから湛水
中干 しは 7月 上旬から中旬まで

直播専用除草剤の体系処理

注)福島県農試作成。昭和62年は会津支場での試験から作成。

解説)出穂遅延対策 として橋種期を早め、出芽・苗立ちの向上のため、播種後は

落水管理、また倒伏防止のため強い中干しを行 う。選択性が高くノビエに

卓効な除草剤が開発 され体系処理ができるようになった。

品種の育成 種子予措 播種法 水管理 施肥管理

より早生、耐
倒伏性強の良
食味品種

出芽・苗立
ちの促進

出芽 。苗立ちの

促進、耐倒伏性
の強化

出芽・苗立

ちの促進、
耐倒伏性の

強化

収量性、耐倒
伏性の強化

ユメコガネ～
ゆめあかり～
あきたこまち
級。
■螢l曖性漁 _.

あきたこまち
～ひとめばれ
～はえぬき
級。
耐倒伏性強.

カルパー コ

ーテイング
+加温処
理。

カルノキーコ

ーテイング
+加温処理
が望ま し

|い 。

湛水表面 。土中
直播或いは乾田
早期湛水直播。
条播・点播。

湛水表面 。土中
直播或いは乾田
直播。
散播 `条播・点
播。

落水出芽法
(表 面直播

は必ず しも
必要ない)

反復落水
法.

散播は苗立数
により調節。
条播、点播は
散播より管理
が容易。
肥効調節型肥
料の利用。
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表7 福島県における乾田直播栽培マニュアルの概要

品種
播種期
土壌条件
播種量 (乾籾 )

種子の準備

ひとめばれ、まなむすめ等
4月 20日 ～5月 10日

砂礫質土壌等漏水田を除 く、その他砕土率の劣る土壌は不適
7´ ′ヽ8kg/10a

種のみ とし、催芽は しない。

爛鋒一-1議尊肇響 夕■ヽ:結「彎警 1業
:詩場 覇lT

ノビエ4～ 5集期 :ク リンチャーEW、 クリンチャーバスME
雑車の状態にあわせ、上記の剤を体系で便月する.

目標苗立数

鳥 害

N3～ 4k 10a : N8kg 10a

入水時 :N4～ 6kg/10a

ドリルシー
200本 /耐

イ ツ ム シ の

種子 の露出が ない よ うにす る。 団地化 を進 め る。

:こ

01
県
地

山形県では、散播技術については一応完成 しているとの判断で今後の研究は予定してい

ませんが、条播、点播への移行の中から、これらの技術での安定栽培技術の確立を目指 し

ています (表 8)。

表8 山形県における湛水散播栽培マニュアルの概要

帯地の下以ｍ高標てしと口
員原しＬヽＣ

成
県

作
全

試
は

農
帯

島

応
福
適

注

t
ヽ

目標収量
播種量
播種適期
苗立数__

550kg/′ 10a

3～4kg/10a(乾籾)

4月 25日 ～5月 10日

80～ 120本/ぽ

カルパー 2倍量で橋種

苗立率  70～80%
適応品種と適応地域

里のうた、あきたこまち
どまんなか
はえぬき

(移植ササニシキ栽培適地)

(移植はえぬき栽培適地)

_」幽l宣三立上立理と1登量:菫:生地」と_____
施 月巴体 系 (N:kg/10a)
______歯饉皿l_二L_0 ____二理菫ヨ豊l_上」__1 幼_穂髪逮ittL三二

ヽ
除草体系 直播専用除草剤の体系処理
播種後管理 播種後～出芽まで落水、その後湛水

注)山形県農試作成

東北地域における良食味品種では、「はえぬき」以外は耐倒伏性に問題が残 ります し、

良食味品種の安定生産のためには、耐倒伏性を克服できる播種様式が必要となります。そ

のためには、倒伏に弱い 「あきたこまち」、「ひ とめばれ」、「コシヒカリ」などの湛水直

播では土中条播や点播が適 しています。このため、直播先進県の福島県や山形県でも表面

散播から土中条播や点播に変化しています。これらは、低コス ト、省力といった直播のメ

リットが減少 しますが、当面はやむを得ない対応と考えます。今後は、良食味で出芽・苗

立ちが良く、耐倒伏性が優れた品種の早期開発が必要で、これらを利用 した超低コス ト直

播技術開発が重要となります。
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直播技術の普及展開方向は、東北地域の各県・地域の行政・普及センター・研究組織が

一体となってこれまでの成果を基礎 として直播のメリットヘの理解を広めて定着化を図る

必要があります。 とくに、推進方策では直播のメリットを分析 し、そのメリットに基づい

て対象とする生産者・組織の選定、重点化を行い、当面のアフターケアを重視する必要が

あると考えます。また、地域に適応 したより安定的な直播技術の開発と実証展示事業を協

力に進め、直播の現地検討会や研修会、視察などの実施が必要となります。

宮城県のアンケー ト調査結果を見ると、導入への最も有効な条件は 「転作カウン ト」

(71%)が 第一位で、その有効性が明らかとなっていますが、もし「転作カウン ト」中止の

場合でも直播面積の拡大や現状維持 とした農家は全体の 70%に 達 しています。宮城県で

直播栽培を経験 した農家の 90%以上は継続 して実施 してお り、農家は直播の効果を認識

できているとしています。そこで、直播一年 目は転作カウン トを 30%と して、以降は徐

々に減 らすなどの施策もかなり有効であろうとの提言もあります。直播を技術の選択肢の

一つとして用意するとい う条件整備が必要と考察しています。

福島県では、普及対象として基盤整備地区の担い手農家、認定農業者を中心とした大規

模稲作農家、果樹等の複合農家等の団地化 した地区等を重点的に支援しています。これか

らは、地域や農業経営内における水稲直播栽培の位置づけを明確にして、栽培マニュアル

を地方別に作成するとともに、「コシヒカリ」等の条播 。点播栽培の普及拡大を図るとし

ています。さらに、地域営農システムや水田農業経営確立対策の推進 と一体となって、地

域ぐるみによる直播栽培の団地化、集団化を図るとしています。

東北地域における直播栽培への取 り組みのこれまでの成果と今後の方向を東北農政局が

整理 しました (表 5)。 福島県、山形県といった普及面積が拡大 している地域では、今後

は経営面での直播栽培のメリットを明確にしつつ地域営農システムの構築が必要となりま

す。宮城県、秋田県では近年技術が確立されて普及面積が拡大されつつあり、今後は取 り

組み農家の組織化の促進や大規模農家への普及拡大が重要となります。青森県、秋田県で

は直播栽培技術の一層の安定化、技術の高度化により展示圃などを活用 した啓蒙活動など

が求められます。

表 6 東北地域における直播栽培への取 り組みのこれまでの成果と今後の方向

普及対象別 課題解決のための取組み

ヽ

①山形県、
福島県

②宮城県
秩田県

③青森県、
岩手県

直橋載培の位置づけを経営
指標等で明確化
団地化の促進、複合経営、
農業機械の有効利用による
地域営農システムの構築

・経営面からの取組を強化 し、
大規模稲作農家等への普及
拡大を図る

。情報交換の場の拡大等によ
る取組農家の組織化の促進
麦、大二等と組み合わせた
折衷直播栽培技術等の確立

・試験研究機関による技術開
発の促進

・実証展示ほ等を活用 した研
修、情報交換の実施
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これまでの成果 残 された課題

栽培技術の確立、
県単事業の導入、
推進体制の確立等
により普及面積が
拡大

栽培技術の確立、
実証展示ほの活用
等による普及面積
の拡大

・栽培技術の開発及
び実証確立

・情報交換の実施

・経営面での直播
栽培のメリット
及び位置づけの
明確化

・地域営晨システ
ムの構築

,大規模稲作農家
、野菜等の複合
経営農家層への
普及拡大
取組農家の組織
化の促進
た、大豆等と組
み合わせた栽培
技術の確立

栽培技術の確立
取組み面積の拡
大



7 おわりに

米の生産調整が進む中で、大豆・麦への本作化のメリットが直播栽培より高いために直

播が中止される例も見られます。また、直播の目指す低コス ト化については、労働時間の

削減で低下した分を収量の低下で相殺している現状があります。しかし、直播技術として

の省力化、低コス トの可能性などが明らかにされてきていますので、これからも、直播の

メリットを生かす導入方向を明らかにするとともに、生育 。収量の安定向上を図ること、

麦 。大豆を含めた田畑輪換における直播の位置づけの明確化なども重要な課題 と考えてお

ります。

(な お、この資料は平成 13年 3月 に発行 した、間答集 「東北地域における水稲直播栽培

の研究と普及の展望」に加筆したものです。)
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九州地域における水稲直播栽培の現状 と問題点

一 点播直播を中心 として 一

九州沖縄農業研究センター 水田作研究部

森田弘彦・脇本賢三

1,九州における直播栽培の状況

平成 13年度の九州地域での水稲直播栽培面積は 742.3haで 、沖縄県を含めた稲作付面

積 20万 4千 haの 0.4%に相当する。この中にはホールクロップサイレージ (wcs)用等

の稲が 184ha含 まれる (福岡県を除 く)。 前年の平成 12年に比べて、乾田直播で 34ha、

湛水直播で 68ha増加 した。湛水直播の播種様式別では散播が 47ha、 点播が 38ha増加 した

のに対 し、条播が 1■a減少 した (図 1)。 九州沖縄農研センター (旧 九州農業試験場)で
開発 した打込み式代かき同時点播直播栽培は福岡県 と鹿児島県で増加 してお り、散播は

WCS稲栽培の盛んな宮崎県で増加 した。

直播栽培の普及に向けた課題について、平成 13年度九州稲作構造確立会議 (九州農政

局)における沖縄県を除く各県の指摘事項を概括すると表 1の ようになる。「直播栽培ヘ

の適性の高い良食味品種の開発」が 4県であげられ、依然 として重要課題 となつている。

栽培・防除関連項 目では、「スクミリンゴガイ」と「雑草」対策の比重が大きい。スクミ

リンゴガイ対策は九州での直播栽培普及のカギとなつてお り、後述のように近年化学的・

耕種的防除手法の研究が進んできてお り、これ ら研究成果の早急な普及が望まれる段階に

ある。営農関連の項 目としては、「コス トの低減効果が低い」、「栽塔地墳が定着 しにくい」

などの指摘があ り、各県 とも「直播技術の提示」や 「直播栽培を必要 とする大規模農家や

複合経営農家を対象 とした確実な普及」を目指 している。「今後期待 される省力技術」に

ついて、福岡県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県が代かき同時点播を主 とした 「直播

栽培」をあげている。直播栽培以外の省力技術 としては、乳苗移植、セミロングマ ッ ト育

苗、疎植栽培、耐病性品種の導入などが出されている。

なお、平成 11年より 13年まで、福岡県を主査県に熊本県、大分県および鹿児島県の参

画で地域基幹農業技術体系実用化研究 (地域基幹)「水稲点播直播を基幹 とした暖地水田

高度輪作技術」 として、代かき同時点播直播栽培の各県段階での具体的な技術開発が取 り

組まれ、現在、研究成果の最終的なとりまとめ段階にある。

地域基幹研究「水稲点播直播を基幹とした暖地水田高度輸作技術」の分担課題

(1)水稲点播直播 と露地野菜の複合経営における水田の省力的高度利用技術の確立

一一―一福岡県

(2)中 山間地域おける代かき同時点播直播を基幹 とした低コス ト稲作技術の確立

―一一一大分県

(3)ス クミリンゴガイの効率的防除体系を基幹 とした省力・低コス ト水稲直播栽培技術

の確立                      一一一―熊本県

(4)シ ラス水田における飼料作物跡への水稲点播直播導入技術の確立

―――一鹿児島県
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図1九州各県における湛水直播栽培面積の播種様式別推移
(農水省生産局農産振興課資料より)
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表1.九州各県における水稲直播栽培普及に向けた課題と対応策

項目と問題点

ロ
ロロ およ

品種
出芽苗立ち
スクミリンゴガイ対策

雑草防除

基盤整備
田面の均平等に熟練
を要する

作付体系関連項目
麦作跡での播種期の

対応方策

発生の少ない場所を選定
3～ 4葉期までの潤土管理

緩
ヨE
′rコ

該当県の

数/7県 必要とされる内容

4

1

5

3

1

1

2

1

耐倒伏性
低温・土中出芽性

種≡薇覆φ整薦I:II:I::
メタアルデヒド剤の登録
耕種的防除法
処理適期

‐
幅あ伝Uく剤

……

使用可能な剤の拡大
箱施租剤_に盤わる_防瞼剤
真掻1■適。した緩勲性肥粗

オペレーターの資質向上

通水時期の改善

完成技術の提示、経営的
メリットの紹介

散置

ヽ
ヽ _ヽ

営農関連項目 LI
コスト削減効果が低い 大規模農家や複合経営農

家への導入促進

の
が し

より

2.代かき同時点播直播の技術的到達点

打込み式代かき同時点播直播栽培については、すでに水稲直播研究会誌 4号、 10号な

どに技術の内容を紹介 してきた。九州沖縄農研センター (旧 九州農業試験場)では 「土地

利用型農業経営における高度輸作体系の確立 (21世紀プロ 7系 )」 での 「九州における

代かき同時点播直播稲作技術の確立 (直播稲作型 )」 の課題を中心に、引き続き同技術の

解析 と改良に取 り組んできている。近年の主要な技術的到達点は 「九州沖縄農業研究成果

情報」などに収録 されているが、以下のように要約できる。

1)品種・播種時期

直播栽培で求められる品種は出芽性や耐倒伏性の優れたものがよいが、実際には消費者

のニーズの多い良食味品種 「ヒノヒカ リ」 (九州で最も作付け面積が大きい)が導入品種

に選定された。平成 13年度の湛水直播面積の 42%を 「ヒノヒカ リ」が占めている。出

芽性や耐倒伏性に弱点のあるこの品種に対して、最も安定 した播種技術および栽培技術の

開発に力が注がれた。「ヒノヒカリ」を用いた土中点播では 4∞ 本/ポの穂数確保が必要で

あ り、そのためには出芽・苗立ちを早めて主稗第 2葉からの 1次分げつを確実に有効化 さ

せることが重要である。

稲 0麦作付け体系では、特に冬作の小麦作 との組み合わせからみて水稲の晩播栽培技術

開発の必要性が高 く、そのため九州沖縄農研センターで育成 された、耐倒伏性や登熟性に

優れた良食味早生系統の「西海 238号 」を選定した。「西海 238号 」は「ヒノヒカ リ」

に比べて、出穂期で 4日 、成熟期で 7日 早く、食味総合評価値ではほぼ同等である。 さら

に、播種後落水状態のみでなく、湛水状態においても出芽速度が 「ヒノヒカ リ」より速い

特性を持つ (図 2)。 本系統の導入により晩播条件でも収量低下が少なく、収穫時期 も早

ま り、小麦との作期競合が解消 される。現在、本系統の特性を現地試験等で検証 してお り、

品種登録に向けての作業を進めている。
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図 2.代 かき同時土中直播における「西海 238号 」と「 ヒノヒカ リ」の出芽率の

推移

(九州農業研究成果情報 第 15号、p.3‐ 4.)

2)種子予措、酸素発生剤被覆、被覆剤への農薬混入

コンバイン収穫を行 うと籾への衝撃が大きく、出芽力が落ちるため、種籾 とするために

はバインダー収穫など衝撃の少ない収穫技術が適 していること、収穫 された種籾は保管方

法や休眠覚醒処理の条件設定によって出芽性が変動するため、品種選定を含めてこれ らの

条件を十分に考慮 して種子予措を行 う必要のあることが明らかになった。 これ らの知見は

出芽性の向上に大きく寄与 している。

出芽性を高めるための、種籾への乾籾重の 2倍量の酸素発生剤の被覆に際 して、被覆終

了時の籾重量が 2～ 4%減少するまで室内で乾燥させることで、打込み作業での被覆剤の

剥離が防げ、また保存性が高まることが明らかになった。 この状態で密封 して冷暗所に保

存することで 2週間程度種籾の出芽力を高く維持できることがわかった。また、農薬散布

の労力節減 と効率的利用の観点から、被覆剤に殺虫剤・殺菌剤を混入する技術を開発 した。

農薬が籾に直接付着 しないように、被覆剤を 1/3使用 した後中間に混入 し、上記の手順で

乾燥することで打込み時の剥離が低下し、農薬による出芽障害が回避できる。被覆剤への

殺虫剤イ ミダクロプリド (ア ドマイヤー)水和剤の混入での、初期のウンカ防除効果が実

証 された。

3)代かき条件、打込み播種作業、マーキング

代かき同時点播直播ではこれまでの湛水直播 とは異なり、前 日ではなく当日に荒代かき

を行い、その直後から打込みを開始することを基本 としている。すなわち、耕転 0整地済

みの圃場にあらか じめ前 日から入水 し、当日に土壌表面が 8割程度水面に露出するように

水量調節を行い、荒代かき後す ぐに打込み播種する。本播種法では代かき水を排水 日か ら

流すことがなく、肥料や土壊粒子の圃場外への流亡がないため、環境への負荷が極めて少

ない。

打込み播種時には隣接行程の播種位置を確認できるセンターマーカーを開発 し、 1人で

の播種作業 とい う効率化を達成 した。現在行われている一般的な播種作業速度は約 0.7ゴs

ミ _
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であ り、 8条用播種機を用いると、10a当 た り 15～ 17分、 l ha当 た り2.5～ 2.8時間で

播種作業が完了する。本法では播種機部分を防水用のカバーで覆 うことにより、雨天でも、

またかな りの強風下でもほぼ満足の出来る播種作業が可能であり、全天候対応型 といえる。

九州では播種期が梅雨期に当たることが多いため、降雨条件でも播種作業精度が低下 しな

い本技術は、他の湛水直播技術にはない大きな特徴の一つとなつている。

打込み速度では、ディスク回転数を 1100rpm程度にすれば、通常の代かき条件では平均

で 15mm前後の播種深度 (出 芽深度は 10mm前後)と なり、転び型倒伏が回避 され、耐倒

伏性が強化 される。

播種機の改良では、第 2プ ラシの追加により重力 と遠心力による種子の落下が抑制 され、

また、新型ディスクケースの採用により落下種子が跳ね返 される割合が減少 して、点播形

状が改善された (図 3)。 すなわち、播種 ロール回転数 50～ 100rpm、 作業速度 0.5～ 1.0耐s

の場合、播種機の点播形状は長径 10.0～ 10.7cmか ら 6.8～ 7.8cmへ 、点播株率は 46.9～

57.1%か ら 79.4～ 96.9%へ改善され、播種作業の高速化に対応可能 となっている。本方

式を採用 した播種機はすでに市販 されている。

プラシ 第1プ ラシ

第2プラシ

打込み管

`
ヽ

括糧

旧型デイス
ケース

新型デイスク
ケース

図 3.第 2プラシと新型ディスクケースを装着 した改良播種機 (右側 )

(九州農業研究成果情報 第 15号、p■ -2.)

4)出芽性向上

打込み播種機では出芽率を向上させるため、自然落水 とし、約 1週間落水状態 とする。

この作業で出芽率や苗立ち率が向上 し、また、根系の発育が良好 とな り、初期生育が促進

される。また、落水処理では籾の浮き上が りがなくなり、転び苗の発生は非常に少なくな

る。

基肥に速効性肥料を施用 して播種後落水管理 とした点播水稲では、初期分げつが旺盛 と

なり幼苗期の窒素吸収量も増大する。一方、速効性肥料施用下において播種後 10日 間落

水 した後の上壌中のアンモニ ウム態窒素含有量は常時湛水条件に比較 して減少する (表

2)。 このことは総籾数の減少を通 して減収につながるため、基肥に緩効性肥料を施用す

ることによつて、総籾数を確保することができる。
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表 2.土中点播における基肥の種類 と播種後水管理の違いによる土壌中アンモニウム態
窒素含有量および稲体地上部窒素吸収量の変化

(九州沖縄農業研究成果情報 第 16号、p.46-47.)

アンモニウム態 吸収量

基肥 播種後    mg/100g乾 土

種類 水管理 代かき  落水  増減

直後(A)終了時(B)(B―A)

g/nf

幼苗期  最高  幼穂   穂  成熟期
(m己但体)_全ビつ期 _分化期 揃い期

速効性 湛水

落水 7

9 a 8.3 a
9 a 6.9 b

1.7 b
2.2 a

6.3

5.3

0.4 a
-1.O b

5.8 a
5,O b

ab ll.2 ab 12.7 ab
b  10.4 b  ll.9 b

O

緩期,性  湛水    2.9  b   3.8  o   O.8  a     l.4  b   5。 l  b .6.6  a  ll.5 ab 13.8 a
落水    2.9  b   3.6  c   O.7  a      l.7   b   4.8  b   6.4  a   12.O a  14.l a‐

115:翼 ,「
:こ

i521:コラ5i三 FFテζテ7i璽:「

・
15ζ「F薫51]:マ :天1:こR'モテZi]71'1lF;牙 そ]員テ「肩:テ71:モテヨ:テ:更 iて

'こ

11'1:fi電:'「

…
葬訂1:コ i言:「;言

'71511,「

;=7'::71iT'百 :晨:1']:liξ i51言 :F‐

で5%水準の有意差がないことを示す。空素施用量:基肥5+穂肥3+2kg/10a(穂 肥は両区とも硫安を施用)。

5)播種量

暖地、温暖地では 10a当 た り乾籾重で 3 kg程度あれば十分であることが明らかとなっ

た。その場合、約 60%の出芽率を確保すれば苗立ち本数が 60～ 80本 /nfと なり、過繁茂

が解消され、理想的な生育が確保 される。

6)耐倒伏性の強化

点播直播では、同一の播種量でも条播や散播より耐倒伏性が優ることが明らかにされた。

すなわち、点播 「ヒノヒカ リ」では 2～ 20mの 播種深度を通 して散播に比較 して倒伏指

数が低 く、このことは点播株内で播種深度が不均一 となっても株全体 としての押 し倒 し抵

抗値が低下 しないことに起因 していた (図 4)。 点播では生育に伴い移植水稲類似の株が

形成 され、この株形成が耐倒伏性強化の向上要因となつている。本技術では直播栽培の弱

点である倒伏を、打込みによる土中播種 と点播による株形成の両者の要因により解消 して

いる。
2.0 H}‐ 1998散播 ―●-1998点播

―査-1999散播 ―合-1999点播

1.5

懇
理

1.0
ぶ
軍

0.5

0.0

ト 0

10

播種深度 (mm)

15 20

図 4.散 播お よび点播水稲 にお け る播種深度 と倒伏指数 との関係

(九州沖縄農業研究成果情報 第 16号 、 p.29-30.)

品種 :ヒノヒカリ。垂直線は標準誤差を示す(以上,図
2,3も 同じ)。 散播の苗立ち密度は80本/ば ,点播は
20× 30cmの 1株 5本で83本/ポで手播きにより播種深
度を変えた(図 2も 同じ)。 倒伏指数=(地上部重×稗
長)/(押し倒し抵抗値×15)。 点播では株内の播種深
度は均一。
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7)窒素施肥法

窒素施肥法では、「基肥十中間追肥+穂肥 I+穂肥 Ⅱ」の体系が直播向きであ り、移植

栽培 とほぼ同量の施用量で収量がほぼ同等 となる場合が多い。省力性を重視 して追肥を省

略 した全量基肥施肥法 として、肥効調節型窒素肥料を用いる技術を開発 した。この施肥法

では 100%被覆窒素肥料を使用するため、速効性窒素肥料を用いた分施体系の施用量の約

20%減で収量がほぼ同等 となる。また、この施肥法では表面水に窒素が溶解 してお らず、

流亡などによる環境への養分負荷がない点で環境保全的施肥技術になつている。

施肥では全面全層施用を基本 としたが、同時施肥技術の開発に向けて、打込み施肥技術

を開発 した。すなわち、種子 も肥料 (被覆尿素)も打込みで実施する。この方法ではホッ
パーの兼用、打込み装置の兼用により低コス トかが図られる。収量への影響を調査 した結

果、全面全層施用 とほぼ同程度の収量が得 られている。

8)雑草防除

直播栽培では一般に雑草防除が不十分になりやすい。本法では播種後落水とし、 7～ 8

日目の再入水後に第 1回 目として、移植栽培の一発処理剤の中で直播栽培に登録されてい

る剤を散布し、その後に残草や再発生がある場合には発生量と草種に応じて中・後期剤を

主体に第 2回 目の除草剤散布を行 う体系防除としている。通常の圃場減水深ではこの体系

防除でほぼ満足のできる除草効果が得 られている。

9)スクミリンゴガイ防除

石灰窒素 4～ 6ノrを散布 して 48時間湛水状態とすることでスクミリンゴガイを駆除

できることが佐賀県から報告された。湛水土中直播に応用する場合、酸素発生剤被覆籾を

使用すれば、麦稗鋤込み下でも石灰窒素による出芽障害を回避できることを明らかにした。

メタアルデ ヒド 10%粒剤の施用により員の行動停止を通 して食害を防止する効果がす

でに確認 されてお り、速やかな農薬登録 と普及が望まれている。

現地において、夏作物 として大豆を導入 した圃場では翌年の水稲栽培でのスクミリンゴ

ガイの被害発生が極めて少ないことがわかった。調査の結果、貝密度が湛水直播水田の要

防除密度 とされる 0.5頭/rま たは出芽期の貝総重量 1.5gポ (九州沖縄農業研究成果情報

16下巻 p.499‐500.)以 下にまで低下 してお り、湛水直播導入および定着に大きな障害

となっている員の防除の一つの道が開けた。作付体系 として同一回場で 2年間続けて水稲

栽培を行わず、大豆を 1作はさむことでほぼ要防除密度にまで員の密度を低減できること

がわかった。

3.現地での点播直播の収量性

21世紀プロ「直播稲作型」では福岡県朝倉郡夜須町において現地実証試験を実施 して

いる。点播直播を導入 している同町の営農集団では、平成 13年には直播田の平均で

575kゴ 10aの 全刈り収量で、移植栽培との収量差は3%であつた。「ヒノヒカリ」でも平均

で 595kノ 10aで あり、比較の移植栽培事例が少ないことを考慮すると、移植に匹敵する収

量を実現 していると言えよう (図 5)。

1
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品種と栽培法

図5.福岡県夜須町における2001年点播直播の収量
(福岡県朝倉農業改良普及センター提供資料による)

また、夜須町の高標高地の棚田で代かき同時点播直播が試行 され、小区画の不整形水田

でも作業上の問題のないことが確認 されている (写真 )。 はじめに紹介 した各県の 「直播

栽培の普及に向けた課題」での、「大型機械の入 りにくい山間地では散播直播の技術開発

が必要」 との指摘に対しても、代かき同時点播は十分に対応可能 と考えられる。。

4.九州における直播栽培普及に関する今後の課題

は じめに述べたように、代かき同時点播を中心とする直播栽培が稲作の省力化推進のカ

ギであることは九州各県にほぼ共通 した認識になっている。一方、麦・大豆の生産拡大に

伴い、 2、 3年周期の水田輪作が九州でも常態化 しつつある。 このことは、直播栽培の省

力化がさらに求められ、また、播種機など直播栽培用装備の輸作体系での汎用化が必要で

あることにつながる。九州沖縄農研センターでは、上記 した打込み同時施肥の他、点播機

の麦・大豆播種への汎用化など、これ らに対応 した技術開発に取 り組んでいる。

一方、ホールクロップサイレージ (wcs)用 稲の直播栽培は今後も増加す ることが予

想 される。九州沖縄農研センター畜産飼料作研究部では、畜産王国である九州で 「40万
トン以上の飼料イネが利用可能」であり「九州地域の水回転作の概況では、飼料作物の作

付けが 22,713haで あり、その全てが飼料イネに置き換わった場合、生産量は 40～ 50万
トンとなる。転作田では、調整水田等で作付けされていない面積が 52千 haも あ り、飼料

イネの潜在的供給量も十分ある。」としている。WCS用稲の拡大 と安定多収は、直播栽培

技術の一層の省資源、省力、低コス ト化が伴つてはじめて実現されると考えられる。
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★福岡県朝倉郡夜須町の棚田における打込み状況。

時期 :5月 7日 、品種 :あ きたこまち。 1筆面積が 10a

程度の不整形圃場。

☆出芽は良好であった。不整形圃場では重ね打ち込み

個所ができるが、最初の種子は 2回 目の整地代かき

作業で土中深 く埋没するものが多く、出芽しにくい。

Q
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落水出芽によつて定着 した松山地域の湛水直播栽培

―第一線営業マン奮闘の足跡―

ヤンマー農機四国 松下範雄

松山地域の直播栽培は、昭和45年頃より散播が試みられていたが、昭和 58年に松山

市南高井町の安川敬三氏が、実用化を目指した麦跡の湛水直播に取り組まれて以来本格化

した。

昭和58生

(栽培概要)

●直播面積 :40a

●使用品種 :日 本晴  播種量 :10a当 たり乾籾 4kg

●種籾はカルパー粉剤 (C a 0235%)を 用いて 1:1で コーティング

●麦刈り後に麦わらをすき込んで、 6月 8日 に代かきし、 2日 後の 6月 10日 に播種。

●播種は 4条用条播機湛水土壌中直播実演機 (YPS40)を 使用し、浅水で深さ10

mmを 目標に播種した。

●播種直後湛水状態でサンバー ド粒剤 (3kg/10a)を 散布 し、出芽までに夜間 1

日だけ落水した。

●播種後 5日 日に水中で出芽するのが認められ、苗立数はポ当たり80～ 100本が得

られた。

●施肥量は移植栽培に準じた。

(生育及び収量)

苗立後の管理は移植栽培に準じたが、過繁茂気味の生育で、根が土中に十分入 らず、稗

は短く硬かったが倒伏 した。収量はほぼ移植並で、米の品質は良かった。

このように過繁茂や倒伏の問題は残ったが、まずまずの成績であったので昭和 59年は

面積を増やして実施することになった。

昭和 59年

(栽培概要)

●直播面積 :安川氏40a(一 毛作田20a)  松田氏 70a

その他に 2農家で 180a取 り組んだ。

●使用品種 :日 本晴  播種量 :10a当 たり乾籾 3.5kg

●
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●種籾はカルパー粉剤 (C a 02 35%)を 用いて 1:1で コーティング

●施肥量 :安川・松田両氏とも前年の 2割減

●播種 :安川氏圃場は 6月 14日 に浅水で代かき (麦跡 20aは麦わらすき込み後)し、

6月 15日 に4条用湛水土壌中直播実演機 (YPS40)を 使用して、浅水で

深さ10mmを 目標に播種。播種後は湛水 した。

松田氏圃場は 6月 24日 に麦わらすき込み後、浅水で代かきし、 6月 25日 に

同機 (YPS40)で 播種。播種後は湛水した。

●除草剤 :播種湛水 した後に、サンバー ド粒剤 (3kg/10a)を 散布。

(生育及び収量)

両氏の圃場とも、播種後数 日で水中の出芽が見られた。

6月 30日 に、気温が 27～ 30℃の高温となり、その後、安川氏の麦跡圃場 20aで 、

水面上まで伸びていた苗が消え始め、 7月 2日 にはほとんど見えなくなった。松田氏の圃

場でも同様の現象が現れ、 7月 10日 には全圃場が全滅状態となった。

7月 10日 に、コーティング種子の残 りを集め、安川氏の20a圃場で代かきをして播

き直した。前回の現象で除草剤の被害を懸念 し、今回は除草剤は使用しなかった。

播種後 5日 目には出芽したが、やや弱々しく感 じられた。その後苗が水面上にまで伸び

てきたが、再び苗が消え始め 3日 後には全滅 し、全員言葉もなく畦に立ったままであった。

この事態を保土谷化学農薬部に相談すると、翌日、岡村省三氏が来られました。岡村氏

は、す ぐに素足で回場に入って一回 りし、一握 りの上を取 り上げました。見ると指の間か

ら腐ったような泥水が流れ、土壌の異常還元が感 じられた。

急いで種子を購入し、 4日 浸種の後コーティングを行った。還元の起きた圃場を耕新 し

たが非常に臭かった。7月 25日 に浅水で播種 し、岡村氏の指導によつて直ちに落水した。

3日 後に田面のヒビ割れが認められたので入水し、漏水がなくなってからサンバー ド粒剤

(10a当 たり3kg)を 散布 した。

8月 2日 に水中で出芽するのが見え、手の甲で触ると硬い芽が揃って生えているのが感

じられた。この時、圃場は湛水していたが足が土中に入 り込まない硬さであった。 8月 6

日には水面上に丈夫な苗が青々と列になって風になびいていた。

カルパー粉剤のコーティングによって水中でも出芽は出来るが、落水 して田干 しをする

ことによって根を土中に伸ばし、丈夫な苗の生長を促進することが出来ると思われた。

この年の直播は、太く強い根が地中に深く伸びた丈夫な稲 となったが、晩播で秋冷も早

t
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かったため登熟期の積算温度が不足して青米が多く、収量は 7俵程度であった。 しかし、

苗立ちは安定し、健全な直播稲が育ったことは大きな自信となった。

初年度は播種時期が早く、気温も低かったので土壌還元の大発生はなかったと思われる。

2年目は麦刈遅れたことによって播種が遅れ、気温・水温の急激な上昇によつて異常還元

が発生 したと思われる。この年の挑戦まで農家の方々には熱心に取 り組みをいただき、岡

村氏の播種後落水田干 しと言 う技術の指導によつて直播への自信を得ました。この地域の

担当者として、皆様のご尽力に深く感謝 しています。

8召五日oQ`手:には、安川敬三氏 (25ha)・ 松田宣武氏 (■ 8ha)・ 渡部 洋氏 (2.Oha)が 、乗

用 6条湛水土壌中直播機 (ARP5G― TR6)・ コーティングマシン・脱亡機をそれぞ

れ購入 し、全面的に湛水直播に取 り組んだ。品種は日本晴を用い、播種直後から落水 して

ヒビ割れするまで田干 しを行った。出芽後湛水 してザーク粒剤を散布 した。 (他に 3種類

の除草剤の試験を行った。)保土谷化学農薬部の岡村省三氏や官田邦雄氏に、田面排水を

良くするための溝切 りなど、現地で色々ア ドバイスを受け、苗立ちは良好で、倒伏もなく、

移植並の収量が得られた。ただ、除草は不十分であった。

里■重」ごEは、新 しく相原正義氏 (60a)・ 熊かおる氏 (80a)・ 田村友信氏 (60

a)の 3農家が、それぞれ 6条用湛水土壌中直播機 (APR4-TR6)を 購入し直播を

始めた。また、湛水散播を始める人もあったが、何れも播種後の落水・田干しによって、

根が土中に伸び、苗立ちも安定して良好な成績であった。なお、散播は 10a当 たり5 kg

の播種量であったが、播きムラがあり倒伏も発生して面積が増加することなく終わった。

昭和 63年 よリプッシュ粒剤を使用 し、初期の除草効果を高めることが出来た。

その後、直播面積は徐々に増加 し、ェ成4.三に新しく側条施肥機付 6条湛水土壌中直播

機 (RR600-PWUTRR600)が 発売されて、新規購入や更新する方があり、更

新した下取り機は、それまで散播していた方が使用された。また、普及員の方にも実演機

による播種に立ち会っていただき、多くの方が直播を体験された。この年にはセジロウン

カが発生し苦労したが、翌年はア ドマイヤー水和剤を使用して防除し、問題は解決した。

工威L旦重1か らは、松山中央地域農業改良普及センターでも湛水直播の実証圃を設置され、

検討会も開いて普及定着を図られている。

王成 12年には、岸 洋文氏と今井省二氏が 6条用湛水土壌中直播機 (RR6-PWUT

RR6)を 購入して直播を始められた。

も側条施肥機付 6条湛水土壌中直播機 (TR6-PWUTDR6)の 実演機を

(●
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駆使 し、普及センターのご指導のもとで多くの方々に湛水直播に取り組んで戴いた。

また、この年から愛媛県ベンチャー農業者支援 リース事業により6条用湛水土壌中直播機

(RR6-PWUTRR600)・ コーティングマシン・脱苦機各 4台を認定農業者に提

供 してリース事業を開始 した。

松山中央普及センター管内における直播栽培面積の推移 (ha)

(松 山中央普及センター資料 )

昭和 59年に、出芽 した苗が次々に消えて無くな り、途方に暮れていたところへ当時保

土谷化学農薬部におられた岡村省三氏に来ていただき、播種後は落水 してヒビ割れるまで

田を干 し、出芽 してから湛水するとい う田干 し出芽 (現在言われている落水出芽)の指導

によって出芽・苗立ちが安定 して以来、今 日までの 18年間に松山地域の直播栽培は徐々

に普及面積を増加 し、現在は30ha程 度にまで達 しています。

このように湛水直播栽培が定着した理由を次のように考えています。

①平成 8年より転作カウン ト15%認定により転作達成が容易になり、補助事業に取 り組

めるようになった。

②麦収穫時においては、育苗に手間取られることなく、短期間で麦の収穫作業が出来るよ

うになった。

③クリンチャーバス等新しい除草剤の開発により、一層除草技術が向上した。

亀

区分 平成 9年産 平成 10年産 平成 11年産 平成 12年産

松山市

北条市

重信町

川内町

7. 5

0. 3

2. 4

0

10. 0

0. 3

2. 4

0. 6

14. 4

0. 3

2

0

4

6

17. 0

0. 8

9 8

51

計 10. 2 13.3 17.7 29. 1
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④乾田が多いため、田干しが比較的容易であつた。

⑤圃場が小さいため直播のメリットが出にくい立地条件であったにもかかわらず普及した

のは、コーティングマシン・脱亡機も含め、湛水直播機を各農家とも田植機の更新感覚

で個別に購入しているため続けざるを得ない状態にあつた。

平成 13年 6月 には、愛媛県の主催する直播研究会が開催され、松山地域の直播も市民

権を得られるようになってきたと思っています。この間、普及センターの方々に直播圃場

の個別指導をいただき、農家も地域研究会を開催するとともに、私自身も現場を担当する

メーカーの一員として出来る限りの協力をしながら産官民一体となって直播栽培の普及定

着への努力を続けてきました。

この 18年の間、私が現場で得た貴重な経験は、「直播栽培安定の重要な出発点は圃場

の均平である」と言うことであり、農家の皆さんに言い続けてきたことは次の 2点です。、

①直播稲は移植稲とは生育経過が異なり、、出芽した 1本の苗は移植の 1本苗と異なる

1株 としてみなければならない。「一本苗 じゃないよ ! ―株だよ :』

②播種後の落水は、芽干しではなく田干しで、根の上中への伸長を助けるものである。

「井干 しじやないよ : 根干 したよ :』

今後も田植機更新の機会には、一台でも多く直播機が導入され直播栽培が定着拡大する

ように努力したいと考えています。

¢
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水稲 直播研 究会 事務 局

東京都港区新橋 4丁 目29番 6号

〒1030004   寺田ビル 3階

財団法人 農産業振興奨励会内

TEL 03-3434-8177(旬
FAX 03-3434-5883
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